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解
題
】

　
　
一

　

徳
川
時
代
後
期
、
我
が
国
に
於
て
は
、
歴
史
上
或
い
は
伝
説
上
の
人
物
を
題

と
し
て
詠
ず
る
詠
史
和
歌
が
、
詠
史
詩
の
盛
行
に
拮
抗
す
る
形
で
大
い
に
流
行

し
て
ゐ
た（

１
）。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、「
国
学
者
に
よ
る
歴
史
研
究
の
成
果
や
、
画

賛
の
中
に
歴
史
的
人
物
を
描
い
た
も
の
が
あ
り
、
詠
史
的
な
も
の
が
徐
々
に
詠

ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
ふ
二
点
が
指
摘
せ
ら
れ
て
ゐ
る（
２
）。『
鴨
川
集
』『
鰒

玉
集
』
と
い
つ
た
当
代
を
代
表
す
る
類
題
和
歌
集
に
は
詠
史
の
部
が
設
け
ら
れ
、

可
な
り
の
数
の
歌
が
収
録
せ
ら
れ
て
ゐ
る
し
、又
、長
澤
伴
雄
編『
詠
史
歌
集
』（
嘉

永
六
年
刊
）、
村
上
忠
順
編
『
詠
史
河
藻
歌
集
』（
文
久
二
年
刊
）
と
詠
史
和
歌

の
み
を
蒐
め
て
一
書
を
編
む
と
い
ふ
試
み
も
為
さ
れ
て
ゐ
る
。
さ
う
し
た
時
代

に
、
江
戸
派
の
国
学
者
歌
人
加
藤
千
浪
（
文
化
七
年
～
明
治
十
年
）
は
、
詠
史

和
歌
を
二
百
首
詠
み
、『
詠
史
和
歌
』『
続
詠
史
和
歌
』（
と
も
に
刊
年
未
詳
）
の

二
册
に
百
首
づ
ゝ
を
収
め
て
上
梓
し
た（

３
）。

　

加
藤
千
浪
は
、『
明
治
現
存
三
十
六
歌
撰
』（
山
田
謙
益
編
、
明
治
十
年
刊
）

の
巻
頭
三
条
西
季
知
に
続
い
て
そ
の
詠
が
採
ら
れ
る
な
ど
、
当
時
な
か
な
か
の

評
判
の
歌
人
で
あ
つ
た
。
書
に
巧
み
で
、
中
島
歌
子
・
伊
東
祐
命
ら
の
師
と
し

て
も
知
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
歌
、
書
に
関
し
て
は
、
本
居
内
遠
の
男
豊
穎
に
よ

つ
て
、歌

は
み
づ
か
ら
得
た
る
一
つ
の
し
ら
べ
を
な
し
て
、
小
簾
の
外
山
の
春
の

月
、
え
む
に
う
る
は
し
く
ふ
り
は
ら
ふ
袖
の
涙
、
哀
に
か
な
し
き
言
の
葉

ど
も
多
か
り
。
水
く
き
の
あ
と
、
は
た
、
萩
の
下
水
の
流
れ
き
よ
く
、
な

つ
か
し
か
り
け
れ
ば
、
其
を
し
へ
を
う
け
、
そ
の
筆
の
跡
を
こ
ふ
人
、
高

き
み
じ
か
き
、
遠
き
近
き
、
日
毎
に
其
門
に
な
む
集
ひ
け
る
。

と
称
讃
せ
ら
れ（
４
）、
井
上
文
雄
（
寛
政
十
二
年
～
明
治
四
年
）
と
と
も
に
江
戸
派

の
殿
を
飾
つ
た
歌
人
な
の
だ
が
、
千
浪
の
『
詠
史
百
首
』
の
詠
み
ぶ
り
は
好
ま
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し
く
な
い
と
、
加
納
諸
平
門
の
国
学
者
歌
人
海
上
胤
平
は
そ
れ
に
異
を
唱
へ
、

此
処
に
紹
介
す
る
『
詠
史
百
首
評
論
』
を
著
し
た
の
で
あ
つ
た
。

　
　
二

　
「
明
治
の
和
歌
の
歴
史
を
見
る
た
め
に
は
、
た
ど
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人（
５
）」
と
い
ふ
評
が
あ
る
に
も
か
ゝ
は
ら
ず
、
今
日
に
於
て
は
な
ほ
ざ
り
に
せ

ら
れ
て
ゐ
る
に
等
し
い
歌
人
の
一
人
と
言
つ
て
も
良
い
で
あ
ら
う
海
上
胤
平
は
、

文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
十
二
月
三
十
日
、
下
総
国
海
上
郡
三
川
村
（
現
、

千
葉
県
旭
市
三
川
）
に
、
父
賢
胤
、
母
奈
賀
の
三
男
と
し
て
生
れ
た（
６
）。
幼
名
を

猪
之
助
と
い
ひ
、
の
ち
正
胤
、
柿
園
加
納
諸
平
に
入
門
後
は
胤
平
と
改
名
す
る
。

通
称
を
六
郎
、
椎
園
と
号
し
た
。
海
上
家
は
、
下
総
の
武
将
千
葉
常
胤
を
祖
と

し
て
ゐ
る
。

　

胤
平
、
幼
に
し
て
神
童
と
称
せ
ら
れ
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）、
剣
術
を
学

ぶ
べ
く
十
七
歳
に
し
て
江
戸
に
出
て
、
剣
術
家
、
北
辰
一
刀
流
の
創
始
者
千
葉

周
作
の
内
弟
子
と
な
る
。
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
か
ら
は
諸
国
を
遍
歴
し
、

同
七
年
周
作
の
推
輓
に
よ
り
、
紀
州
藩
の
剣
術
指
南
役
を
つ
と
め
、
同
藩
国
学

所
教
授
加
納
諸
平
と
出
逢
ひ
、
諸
平
に
師
事
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。
諸
平
は
夏

目
甕
麿
の
息
に
し
て
、
本
居
大
平
に
学
ん
だ
国
学
者
歌
人
で
あ
る
。『
類
題
和
歌

鰒
玉
集
』
を
編
輯
刊
行
し
、
徳
川
時
代
後
期
の
歌
壇
を
牽
引
し
て
ゐ
た
一
人
と

言
ふ
こ
と
が
出
来
よ
う
。『
南
山
踏
雲
録
』
を
も
の
し
た
幕
末
勤
王
の
志
士
、
伴

林
光
平
も
亦
諸
平
に
学
ん
で
を
り
、
す
な
は
ち
胤
平
と
同
門
と
い
ふ
こ
と
に
な

る
。二
人
は
実
に
昵
懇
の
仲
で
あ
つ
た
。紀
州
和
歌
山
に
は
居
る
こ
と
十
年
余
り
、

諸
平
か
ら
歌
文
を
学
び
、
撃
剣
の
師
範
を
専
ら
と
し
て
ゐ
た
。
御
一
新
後
は
武

の
道
を
捨
て
、
文
の
道
に
生
き
よ
う
と
心
に
誓
ふ
も
の
ゝ
、
明
治
二
年
十
二
月

に
は
、
越
後
国
水
原
県
の
大
属
兼
按
察
使
大
主
典
と
い
ふ
要
職
に
就
き
、
そ
の

後
裁
判
官
と
し
て
山
梨
県
に
赴
任
す
る
。
同
十
年
に
裁
判
長
、
五
十
五
歳
の
明

治
十
六
年
三
月
、
山
形
県
吏
を
辞
す
。
官
を
辞
し
た
後
は
、
上
京
し
神
田
錦
町

に
居
を
構
へ
、明
治
二
十
二
年
に
至
る
と
結
社
一
本
社
（
の
ち
椎
園
社
）
を
興
し
、

歌
誌
『
わ
か
む
ら
さ
き
』
を
創
刊
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
、
古
今
集
の
「
む
ら
さ

き
の
一
本
ゆ
ゑ
に
武
蔵
野
の
草
は
み
な
が
ら
あ
は
れ
と
ぞ
見
る
」（
八
六
七
・
よ

み
人
し
ら
ず
）
に
因
む
命
名
で
あ
る
。
晩
年
は
、
門
弟
へ
の
歌
学
の
教
授
に
専

念
し
、
作
歌
や
評
論
に
励
ん
だ
。
門
人
と
し
て
は
、
養
女
海
上
龍
子
が
知
ら
れ

て
ゐ
る
。
ま
た
、
千
浪
、
胤
平
の
両
名
に
学
ん
だ
、
淡
路
出
身
の
政
治
家
に
し

て
漢
学
者
土
居
光
華
（
弘
化
四
年
～
大
正
七
年
）
の
存
在
も
逸
す
る
こ
と
は
出

来
ま
い
。
光
華
は
此
の『
詠
史
百
首
評
論
』を
如
何
様
に
思
つ
た
の
で
あ
ら
う
か
。

　

福
羽
美
静
・
黒
田
清
綱
・
高
崎
正
風
・
本
居
豊
穎
・
小
出
粲
等
御
歌
所
派
の

歌
人
を
中
心
と
し
た
十
四
人
の
詠
を
収
め
た
、
平
井
元
満
の
編
輯
に
か
ゝ
る
歌

集
『
東
京
大
家
十
四
家
集
』（
明
治
十
六
年
刊
）
に
対
す
る
論
難
書
『
東
京
大
家

十
四
家
集
評
論
』（
明
治
十
七
年
刊
）
が
、
胤
平
の
初
め
て
世
に
問
う
た
著
作
で

あ
る
。
そ
の
後
、鈴
木
弘
恭
が『
東
京
大
家
十
四
家
集
評
論
辨
』（
明
治
十
八
年
刊
）

を
著
し
更
に
反
論
を
加
へ
る
な
ど
、
こ
の
処
女
作
は
歌
壇
に
議
論
を
引
き
起
し

た
一
册
と
な
つ
た
。
萬
葉
主
義
を
標
榜
す
る
胤
平
に
と
つ
て
は
、
香
川
景
樹
の

流
れ
を
汲
む
桂
園
派
、
御
歌
所
派
の
詠
む
古
今
風
の
歌
が
気
に
入
ら
な
か
つ
た
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の
で
あ
る
。
所
謂
旧
派
和
歌
を
攻
撃
（
罵
倒
と
言
つ
た
は
う
が
適
当
か
）
し
た

歌
論
書
と
し
て
は
、こ
の
他
に
も
『
新
自
讃
歌
評
論
』（
明
治
三
十
六
年
刊
）、『
八

田
知
紀
歌
集
評
論
』（
明
治
三
十
七
年
刊
）
等
を
著
し
て
を
り
、
矢
張
り
胤
平
は

明
治
期
に
於
て
き
は
め
て
特
異
な
存
在
と
し
て
注
目
せ
ら
る
べ
き
人
物
な
の
で

は
な
い
だ
ら
う
か
。
萬
葉
主
義
を
謳
つ
た
と
い
ふ
こ
と
に
就
て
は
、
子
規
の
淵

源
を
な
す
も
の
だ
と
言
へ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
胤
平
の
歌
は
旧
派
和
歌
の
域

を
出
で
ず
、
そ
の
論
拠
の
乏
し
さ（
７
）ゆ
ゑ
か
顧
み
ら
れ
る
こ
と
稀
で
あ
り
、
子
規

の
場
合
は
写
生
・
写
実
に
よ
る
生
活
詠
の
実
践
と
い
ふ
面
も
あ
る
た
め
、
そ
の

名
を
高
か
ら
し
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
家
集
と
し
て
は
、『
椎
園
詠
草
』（
明
治

四
十
三
年
刊
）、『
椎
園
家
集
』（
大
正
四
年
刊
）
が
刊
行
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

　

逝
い
た
の
が
、
大
正
五
年
三
月
二
十
九
日
夜
、
享
年
八
十
八
で
あ
つ
た
。
神

田
猿
楽
町
二
丁
目
の
自
宅
に
て
最
期
を
迎
へ
、
郷
里
三
川
の
海
上
家
墓
地
に
神

式
で
葬
ら
れ
た
と
い
ふ
。
歿
後
、
歌
誌
『
わ
か
竹
』
が
追
悼
号
を
出
し
て
ゐ
る（
８
）。

今
年
（
平
成
二
十
八
年
）、
漱
石
歿
後
百
年
と
は
よ
く
聞
く
の
だ
が
、
胤
平
歿
後

百
年
の
紀
念
す
べ
き
年
で
も
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。

　
　
三

　

さ
て
、
此
の
『
詠
史
百
首
評
論
』
だ
が
、
そ
の
成
立
は
夙
い
。
巻
末
に
「
明

治
六
年
十
二
月
廿
一
日
浜
町
梅
林
亭
に
て
、
作
者
加
藤
千
浪
に
あ
た
へ
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
、
千
浪
の
『
詠
史
百
首
』
が
刊
行
さ
れ
（
正
確
な
刊
行
年
時
は
未

詳
で
あ
る
が
）、
程
無
く
執
筆
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
明
治
六
年
、
胤
平
は
四

十
五
歳
、
山
形
県
の
裁
判
官
を
つ
と
め
て
ゐ
た
頃
で
あ
る
。『
詠
史
百
首
』
の
歌

は
一
首
も
整
つ
て
ゐ
な
い
、
そ
の
た
め
多
く
の
人
々
を
惑
は
せ
る
こ
と
に
な
る

か
ら
、
誤
り
を
指
摘
し
て
千
浪
に
示
し
た
。
し
か
し
千
浪
、
そ
し
て
そ
の
門
人

で
あ
る
伊
東
祐
命
か
ら
は
何
の
返
答
も
な
く
年
月
が
経
つ
て
し
ま
つ
た
。
そ
こ

で
、
そ
の
ま
ゝ
埋
れ
さ
せ
る
に
は
忍
び
な
い
と
吉
野
隆
平
、
平
塚
義
平
の
す
ゝ

め
に
よ
つ
て
出
版
し
た
、
と
胤
平
は
序
文
で
成
立
事
情
を
語
る
。

　

先
に
『
東
京
大
家
十
四
家
集
評
論
』
を
処
女
作
と
記
し
た
が
、
こ
れ
は
出
版

の
年
月
を
以
て
し
た
も
の
で
、
成
立
と
い
ふ
点
か
ら
見
る
と
、
此
の
『
詠
史
百

首
評
論
』
が
胤
平
の
第
一
作
と
な
る
。
明
治
六
年
に
脱
稿
し
、
成
立
後
や
ゝ
時

を
経
て
刊
行
せ
ら
れ
た
に
就
て
は
、
そ
の
事
情
を
詳
ら
か
に
し
得
な
い
。
元
々

が
公
開
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
述
作
で
は
な
い
こ
と
も
関
係
し
て
ゐ
る
の
で

は
な
か
ら
う
か
。

　
『
詠
史
百
首
』
に
於
る
千
浪
の
詠
み
ぶ
り
は
、「
拙
劣
な
る
も
の
に
し
て
、
こ

れ
を
と
か
う
論
ぜ
む
こ
と
は
却
り
て
お
と
な
げ
な
き
に
も
似
た
る
程
の
も
の（
９
）
」

と
の
悪
評
も
あ
つ
た
の
だ
が
、
胤
平
は
平
生
抱
い
て
ゐ
る
煩
悶
ゆ
ゑ
、
批
判
し

な
い
で
は
ゐ
ら
れ
な
か
つ
た
の
で
あ
ら
う
。
千
浪
の
詠
を
語
格
、
語
法
の
見
地

か
ら
厳
し
く
批
判
す
る
。
意
味
の
汲
み
難
い
掛
詞
、
俗
語
の
使
用
を
誡
め
、
史

実
に
違
ふ
こ
と
が
あ
れ
ば
糺
弾
す
る
。
そ
の
態
度
は
、
時
代
の
趨
勢
を
一
切
考

慮
に
入
れ
ず
、
実
に
頑
な
で
あ
る
。
そ
ん
な
胤
平
の
姿
勢
は
、
以
下
の
如
く
描

写
せ
ら
れ
て
ゐ
る（

（1
（

。

翁
が
歌
論
、
あ
る
は
粗
に
過
ぎ
、
あ
る
は
陋
に
流
れ
て
、
難
ず
べ
き
ふ
し

ま
た
少
な
か
ら
ず
。
殊
に
評
論
の
性
質
、た
ゞ
作
品
の
瑕
疵
の
み
を
求
め
て
、
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其
美
点
を
顧
み
ざ
る
の
風
あ
る
は
こ
れ
決
し
て
平
正
な
る
評
論
と
は
い
ふ

べ
か
ら
ず
。

胤
平
歿
後
に
執
筆
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
言
は
当
時
の
旧
派
歌
人
の

多
く
が
抱
い
て
ゐ
た
思
ひ
で
あ
る
と
と
も
に
、
胤
平
の
言
説
の
本
質
を
衝
い
て

ゐ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。『
詠
史
百
首
評
論
』
で
は
、
千
浪
を
攻
撃
す
る
だ
け

に
と
ゞ
ま
ら
ず
、
千
浪
と
よ
く
交
流
の
あ
つ
た
江
戸
派
の
歌
人
井
上
文
雄
も
亦
、

此
詞
は
俗
歌
者
流
の
井
上
文
雄
な
ど
が
い
ひ
は
じ
め
た
る
な
ら
む
。
か
れ

が
教
を
う
け
た
る
人
々
の
歌
に
を
り
〳
〵
見
え
た
り
。
此
作
者
も
文
雄
が

を
し
へ
子
な
れ
ば
に
や
。
さ
て
、
東
国
の
歌
の
さ
ま
殊
更
に
わ
ろ
く
な
し

た
る
は
、
文
雄
ら
が
し
わ
ざ
と
や
い
は
む
。（
94
番
歌
評
）

と
槍
玉
に
挙
げ
る
。
口
語
・
俗
語
を
使
用
し
た
歌
を
文
雄
は
多
く
詠
ん
で
ゐ
た（
（1
（

せ
ゐ
で
あ
ら
う
。
胤
平
は
、
若
年
よ
り
剣
術
を
学
び
そ
の
負
け
ん
気
の
強
さ
ゆ

ゑ
か
、論
争
は
多
く
、「
長
歌
改
良
論
」（『
筆
の
花
』
九
号
、明
治
二
十
一
年
九
月
）

を
著
し
た
佐
々
木
弘
綱
に
対
し
て
は
、「
長
歌
改
良
論
辨
駁
」（
同
十
五
～
十
九
号
、

明
治
二
十
二
年
三
～
七
月
。
同
年
刊
）
で
応
酬
し
、
そ
の
後
侃
侃
諤
諤
の
議
論

が
続
く
。
歌
学
会
の
雑
誌
『
歌
学
』
一
・
二
号
掲
載
の
範
歌
に
は
、『
歌
学
会
歌

範
評
論
』『
大
八
洲
学
会
詠
歌
邪
正
論
』（
と
も
に
明
治
二
十
六
年
刊
）
の
二
册

を
刊
行
し
、
完
膚
な
き
ま
で
旧
派
和
歌
を
攻
撃
す
る
。

　
　
四

　

板
本
『
詠
史
百
首
』
と
『
詠
史
百
首
評
論
』
と
の
間
に
は
、
歌
の
排
列
が
前

後
す
る
等
、
異
同
が
可
な
り
存
し
、
胤
平
が
如
何
な
る
本
を
見
て
、『
詠
史
百
首

評
論
』
の
筆
を
執
つ
た
の
か
非
常
に
気
に
か
ゝ
る
所
で
あ
る
。「
詠
史
百
首
の
す

り
巻
を
見
せ
ら
れ
」
た
と
序
文
に
記
し
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
、
板
本
を
実
見
し
た

の
で
あ
ら
う
が
、
余
り
に
も
板
本
と
の
違
ひ
が
多
過
ぎ
る
。「
朝
臣
」「
卿
」
等

の
脱
落
し
た
程
度
な
ら
ば
、
左
程
気
に
も
な
ら
な
い
の
だ
が
、
和
歌
に
於
る
表

現
の
相
違
が
二
十
三
箇
所
と
な
る
と
看
過
は
出
来
ま
い
。
成
立
の
時
期
か
ら
見

る
に
、
胤
平
の
指
摘
が
板
本
の
歌
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
は
ず
な
の
だ
が
、

「
四
句
深
き
こ
ゝ
ろ
の
と
い
へ
る
、
此
句
深
き
こ
ゝ（
マ
マ
）は
と
い
ふ
べ
し
。」（
22
番
歌

評
）
と
言
ふ
胤
平
の
批
評
を
受
け
入
れ
、「
ふ
か
き
心
は
」
と
改
め
た
の
で
は
な

い
か
と
思
は
れ
る
箇
所
も
あ
り
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
い
さ
ゝ
か
疑
問
が
残
る
。

　

全
体
と
し
て
は
、
歌
の
表
現
様
式
に
の
み
拘
泥
す
る
議
論
の
続
く
『
詠
史
百

首
評
論
』
で
あ
る
が
、
そ
の
文
学
史
的
な
意
義
は
一
先
づ
措
き
、
所
蔵
機
関
を

殆
ど
聞
か
な
い（

（1
（

と
い
ふ
こ
と
も
あ
り
、
こ
た
び
此
処
に
翻
刻
、
紹
介
出
来
た
意

義
は
多
少
な
り
と
も
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ら
う
か
。

註１	

揖
斐
高
「
詠
史
の
展
開
」（『
懐
徳
』
六
十
三
号
、
平
成
七
年
一
月
。『
江
戸

詩
歌
論
』
平
成
十
年
、
汲
古
書
院
所
収
）、
中
澤
伸
弘
「
幕
末
詠
史
和
歌
の

展
開
と
国
学
の
影
響
（
上
・
下
）」（『
國
學
院
雑
誌
』
九
十
七
巻
四
・
五
号
、

平
成
八
年
四
・
五
月
）、
高
野
奈
未
「
詠
史
和
歌
の
方
法
」（
和
歌
文
学
大

系
74
『
布
留
散
東
・
は
ち
す
の
露
・
草
径
集
・
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』
月
報
、

平
成
十
九
年
、
明
治
書
院
）
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史
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２	
田
代
一
葉
「
詠
史
和
歌
」（『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
平
成
二
十
六
年
、
古
典

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）

３	

『
詠
史
百
首
』
に
就
て
は
、
鈴
木
淳
「
樋
口
一
葉
と
千
蔭
流
」（
国
文
学
研

究
資
料
館
編
『
明
治
開
化
期
と
文
学
』
平
成
十
年
、
臨
川
書
店
）
に
、
書

の
方
面
か
ら
の
論
考
が
備
は
る
。

４	

本
居
豊
穎
「
加
藤
千
浪
翁
碑
」（
大
川
茂
雄
・
南
茂
樹
編
『
国
学
者
伝
記
集

成
第
二
巻
』
昭
和
五
十
三
年
、
名
著
刊
行
会
）。
碑
は
牛
嶋
神
社
（
東
京
都

墨
田
区
向
島
一
丁
目
）
に
現
存
す
る
。

５	

久
松
潜
一
「
海
上
胤
平
」（
明
治
神
宮
編
『
明
治
の
歌
人
』
昭
和
四
十
四
年
、

短
歌
研
究
社
）

６	

海
上
胤
平
の
伝
記
に
就
て
は
、「
海
上
胤
平
翁
略
伝
」（『
わ
か
竹
』九
巻
五
号
、

大
正
五
年
五
月
）、
小
嵐
市
惠
「
海
上
胤
平
」（『
近
代
文
学
研
究
叢
書
第
十

六
巻
』
昭
和
三
十
六
年
、
昭
和
女
子
大
学
光
葉
会
）、
海
上
義
治
「
海
上
胤

平
略
歴
」（『
短
歌
研
究
』
三
十
一
巻
六
号
、
昭
和
四
十
九
年
六
月
）
参
照
。

７	

胤
平
の
歌
論
に
関
し
て
は
、「
胤
平
の
論
は
観
念
的
で
何
ら
具
体
的
に
説
明

す
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
あ
る
。」
と
い
ふ
指
摘
が
あ
る
（
大
久
保
正
「
近

代
初
期
の
万
葉
集
享
受
―
海
上
胤
平
と
正
岡
子
規
―
」『
近
代
短
歌
研
究
』

一
巻
一
号
、
昭
和
三
十
六
年
五
月
。『
万
葉
集
の
諸
相
』
昭
和
五
十
五
年
、

明
治
書
院
所
収
）。

８	

『
わ
か
竹
』（
九
巻
五
号
、
大
正
五
年
五
月
）。
下
田
義
照
、
春
日
敬
三
、
井

上
通
泰
、
大
口
鯛
二
、
金
子
元
臣
、
鈴
木
松
園
、
武
島
羽
衣
が
追
悼
文
を

寄
せ
る
。

９	

鈴
木
松
園「
海
上
胤
平
氏
の
評
論
」（『
わ
か
竹
』九
巻
五
号
、大
正
五
年
五
月
）

10	

武
島
羽
衣
「
歌
論
家
と
し
て
の
海
上
胤
平
翁
」（『
わ
か
竹
』
九
巻
五
号
、

大
正
五
年
五
月
）

11	

拙
稿「
井
上
文
雄
の
田
園
詠
」（『
成
蹊
國
文
』三
十
七
号
、平
成
十
六
年
三
月
）

12	

「
国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
」（http://iss.ndl.go.jp/

）、「C
iN
ii B
ooks 

大
学
図
書
館
の
本
を
さ
が
す
」（http://ci.nii.ac.jp/books/

）
で
は
、
所

蔵
機
関
な
し
。

【
凡
例
】

一
、
底
本
は
、
架
蔵
本
（
明
治
三
十
七
年
刊
、
活
字
本
）
を
用
ゐ
た
。

一
、
仮
名
遣
ひ
は
底
本
の
通
り
と
し
た
。

一
、
漢
字
、
仮
名
の
使
ひ
分
け
は
底
本
の
ま
ゝ
で
あ
る
。

一
、
漢
字
は
概
ね
通
行
の
字
体
に
統
一
し
た
。

一
、
清
濁
の
別
は
一
部
示
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
新
た
に
こ
れ
を
区
別
し
た
。

一
、
序
文
、
評
に
句
読
点
は
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
な
い
が
、
新
た
に
こ
れ
を
附
し
た
。

一
、
私
に
歌
番
号
を
算
用
数
字
で
頭
書
し
た
。
但
し
、
板
本
の
排
列
と
異
な
る

場
合
は
、
板
本
の
順
を
〔　
　

〕
を
以
て
示
し
た
。

一
、
改
頁
箇
所
に
就
て
は
煩
雑
に
な
る
た
め
、
特
に
明
示
は
し
な
か
つ
た
。

一
、
明
ら
か
に
誤
植
と
思
は
れ
る
文
字
に
就
て
は
、
こ
れ
を
訂
正
し
た
（
○
○

郷
→
○
○
卿
、
千
栽
集
→
千
載
集
な
ど
）。

一
、
板
本
『
詠
史
百
首
』（
大
阪
市
立
大
学
森
文
庫
和
古
書
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
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スhttp://dlisv03.m
edia.osaka-cu.ac.jp/infolib/user_contents/

m
ori/1672.djvu

）
所
収
歌
と
異
同
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
箇
所
に
＊
印

を
附
し
直
後
に
（
＊
…
…
）
の
形
で
板
本
の
表
現
を
記
し
た
。
但
し
、
漢

字
仮
名
の
使
ひ
分
け
、
異
体
字
に
関
し
て
は
明
記
し
て
ゐ
な
い
。
な
ほ
、

板
本
の
み
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
語
句
に
就
て
は
、
当
該
箇
所
に
〔　
　

〕
を

以
て
示
し
た
。

【
書
誌
】

○
判
型　

Ｂ
６
判
（
縦
十
八
・
五
糎
、
横
十
二
・
五
糎
）

○
装
訂　

一
巻
一
册　

大
和
綴　

茶
色
表
紙

○
外
題　
「
詠
史
百
首
評
論　

全
」（
中
央
）

○
蔵
書
印　
「
檜
園
柳
澤
氏
蔵
書
之
印
」

○
頁
数　

四
十
四
頁
（
本
文
一
～
四
十
二
ま
で
頁
数
の
記
載
あ
り
）

○
架
蔵

【
翻
刻
】

詠
史
百
首
は
加
藤
千
浪
が
よ
め
る
な
り
。
世
の
中
広
し
と
い
へ
ど
、
此
人
に
及
も
の
を
さ
〳
〵
な
か
る
べ
し
、
と
て
老
た
る
若
き
人
々
褒
く
つ
が
へ
り
、
我
も
〳
〵
と

よ
り
集
ひ
教
を
受
る
人
い
く
ら
か
数
し
ら
れ
ず
。
お
の
れ
を
り
を
得
て
一
日
語
ら
ば
や
と
お
も
へ
る
に
、
ゆ
く
り
な
く
も
文
雅
堂
の
あ
る
じ
、
千
浪
が
著
せ
る
詠
史
百

首
の
す
り
巻
を
見
せ
ら
れ
し
か
ば
、
一
わ
た
り
見
も
て
ゆ
く
に
一
首
も
と
ゝ
の
ひ
た
る
も
の
な
し
。
今
の
大
御
代
に
か
ば
か
り
の
人
、
教
の
親
と
な
り
多
く
の
人
々
を

ま
ど
は
す
る
。
そ
は
道
の
為
に
く
む
べ
き
こ
と
な
ら
ず
や
。
故
あ
や
ま
れ
る
ふ
し
〴
〵
を
こ
と
あ
げ
つ
る
を
、
浜
町
の
梅
林
亭
の
歌
会
の
席
に
携
ひ
、
千
浪
に
逢
て
思

ふ
旨
あ
ら
む
に
は
、
つ
ま
び
ら
か
に
其
よ
し
書
加
へ
よ
と
て
あ
た
へ
た
る
に
、
答
も
な
か
り
し
か
ば
、
又
か
れ
が
教
子
な
る
伊
藤
祐
命
へ
も
別
に
送
り
た
れ
ど
、
一
言

の
い
ら
へ
も
な
く
年
月
経
に
た
り
し
を
、う
ひ
学
の
人
々
史
を
よ
ま
む
た
つ
き
に
も
な（
マ
マ
）る
け
れ
ば
、あ
ま
ね
く
世
に
示
し
て
よ
と
、吉
野
隆
平
、平
塚
義
平
ら
が
ひ
た
す
ゝ

め
に
す
ゝ
む
る
ま
ゝ
に
か
く
も
の
し
つ
る
に
な
む
。

胤　

平
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詠
史
百
首

作
者　
　

加
藤　

千
浪

論
者　
　

海
上　

胤
平

神
武
天
皇

１	

神
倭
ふ
み
ま
し
ゝ
よ
り
万
世
に
動
こ
と
な
き
高
み
く
ら
か
な

百
首
巻
頭
の
一
首
。
そ
の
初
句
に
神
倭
と
あ
る
は
、
神
倭
磐
余
彦
天
皇
の
御
名
を
さ
し
て
詠
奉
り
し
な
ら
む
。
此
句
も
て
作
者
の
分
際
し
ら
れ
た
り
。
さ
れ
ば
辨

ふ
る
ま
で
も
な
き
こ
と
な
が
ら
、
初
学
の
為
に
い
さ
ゝ
か
こ
ゝ
に
論
ふ
な
り
。
掛
巻
も
畏
き
大
御
名
を
略
し
て
称
奉
る
べ
き
な
ら
ね
ど
、
歌
は
文
字
の
数
定
れ
る

も
の
な
れ
ば
、
略
し
て
も
よ
む
べ
け
れ
ど
、
此
天
皇
を
称
奉
ら
む
に
は
、
磐
余
彦
神
の
尊
と
称
ふ
べ
し
。
例
を
い
は
ゞ
、
息
長
た
ら
し
姫
の
御
名
を
た
ら
し
姫
神

の
尊
と
万
葉
に
詠
る
が
ご
と
し
。
文
字
余
れ
ば
と
て
息
長
と
の
み
は
い
ふ
べ
く
も
あ
ら
ず
。
神
倭
と
ゝ
の
み
た
ゝ
へ
て
神
武
天
皇
と
は
い
か
で
か
し
る
べ
き
。
か

く
い
は
ゞ
大
日
本
彦
耜
友
天
皇
を
大
日
本
と
た
ゝ
へ
、
雅
日
本
根
子
彦
太
瓊
天
皇
を
雅
日
本
と
の
み
申
た
て
ま
つ
り
て
き
こ
ゆ
べ
き
か
は
。
そ
は
い
ふ
も
更
な
り
。

は
た
み
こ
と
ゝ
も
天
皇
と
も
な
く
、
た
ゞ
神
倭
な
ど
い
へ
る
は
、
ゐ
や
な
き
い
ひ
ざ
ま
に
て
甚
し
き
僻
言
と
い
ふ
べ
し
。

神
功
皇
后

２	

日
の
本
に
あ
ま
る
光
を
た
ら
し
姫
人
の
国
ま
で
た
ら
は
し
に
け
り

万
葉
に
、
か
け
ま
く
も
あ
や
に
か
し
こ
き
た
ら
し
姫
神
の
命
か
ら
国
を
こ
け
た
ひ
ら
げ
て
云
々
、
ま
た
た
ら
し
姫
神
の
み
こ
と
の
魚
つ
ら
す
云
々
、
御
名
を
た
ゝ

へ
た
て
ま
つ
ら
む
に
は
、
か
く
こ
そ
ま
を
す
べ
け
れ
。
さ
る
を
余
る
光
を
た
ら
し
姫
な
ど
な
め
に
か
し
こ
き
い
ひ
ざ
ま
な
ら
ず
や
。
四
句
か
ら
国
と
は
な
ど
い
は

ざ
り
け
ん
。
結
句
も
よ
ろ
し
か
ら
ず
。
た
ら
し
ま
し
け
む
と
い
ふ
べ
き
を
や
。

日
本
武
尊

３	

も
の
ゝ
ふ
の
鏡
と
も
見
よ
大
御
名
に
か
け
の
よ
ろ
し
き
や
ま
と
ご
ゝ
ろ
を

物
部
の
鏡
と
も
見
よ
と
い
へ
る
褒
賞
の
詞
な
が
ら
此
尊
を
詠
奉
ら
む
に
は
、
神
と
も
あ
ふ
げ
な
ど
の
詞
な
く
て
は
ふ
さ
は
ず
。
そ
は
し
ば
ら
く
お
き
て
、
結
句
や

ま
と
心
を
と
は
い
か
ゞ
。
川
上
梟
帥
が
奉
り
し
は
日
本
武
と
い
ふ
御
名
に
て
日
本
心
と
い
ふ
御
名
に
は
あ
ら
ず
。
作
者
は
四
句
の
懸
の
よ
ろ
し
き
は
、
日
本
ま
で

に
働
ら
か
し
て
い
へ
る
な
り
と
も
い
は
む
か
。
さ
は
い
ひ
が
た
し
。
詞
も
作
意
も
つ
た
な
く
て
い
ひ
か
ひ
な
し
。
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橘
媛

４	

相
模
の
海
あ
ら
ぶ
る
浪
の
八
重
畳
し
き
し
の
ぶ
に
も
袖
は
ぬ
れ
け
り

三
句
の
八
重
畳
は
浪
の
八
重
と
か
ゝ
り
て
し
き
し
の
ぶ
と
つ
ゞ
け
た
る
は
、
作
者
の
彩
骨
な
め
れ
ど
、
人
物
の
歌
は
其
事
実
と
詞
の
勢
と
相
応
ぜ
ざ
れ
ば
、
見
処

な
き
も
の
な
り
。
此
時
御
船
将
に
覆
没
す
べ
き
際
に
て
、
御
命
を
捨
た
ま
へ
る
こ
と
な
れ
ば
、
き
は
め
て
烈
し
く
い
ふ
べ
き
を
、
八
重
畳
は
安
席
な
れ
ば
お
の
づ

か
ら
句
勢
ゆ
る
く
て
相
応
ぜ
ず
。
さ
は
い
へ
此
作
者
の
分
際
か
く
深
く
い
ふ
べ
き
な
ら
ね
ば
、
さ
て
あ
る
べ
け
れ
ど
、
初
学
の
為
に
驚
し
お
く
な
り
。

雄
略
天
皇

５	

い
か
り
猪
も
ひ
ざ
を
り
ふ
せ
し
御
稜
威
よ
り
た
け
き
御
名
を
も
奉
り
け
む

二
句
ふ
み
ふ
せ
ま
し
ゝ
と
あ
る
べ
し
。
か
く
い
は
ざ
れ
ば
、
い
か
り
猪
お
の
れ
と
膝
を
り
ふ
せ
る
に
な
り
て
叶
は
ず
。
此
歌
膝
を
り
ふ
せ
し
み
い
つ
よ
り
云
々
と

あ
る
は
、
咭
猪
を
踏
殺
し
賜
へ
る
に
よ
り
て
、
雄
略
と
い
ふ
御
謚
を
奉
り
し
と
い
ふ
に
や
。
そ
も
〳
〵
詠
史
の
歌
よ
ま
む
と
な
ら
ば
、
其
か
み
の
さ
ま
を
つ
ぶ
さ

に
辨
へ
て
こ
そ
よ
む
べ
け
れ
。
か
く
疎
漏
に
し
て
い
か
で
か
詠
得
べ
き
。
殊
に
を
さ
な
け
れ
ば
、
今
是
を
い
ふ
な
り
。
此
天
皇
葛
城
山
に
射
獵
し
賜
ひ
し
時
一
事

主
の
神
恐
み
て
、
有
徳
天
皇
と
称
奉
り
し
事
あ
り
。
こ
は
三
年
の
紀
な
り
。
次
に
咭
猪
を
踏
殺
し
た
ま
ひ
し
は
五
年
の
紀
に
て
、
懦
弱
の
舎
人
を
斬
賜
は
む
と
せ

ら
れ
し
を
、
皇
后
の
諫
に
て
御
ゆ
る
し
賜
ひ
し
事
は
あ
れ
ど
、
此
時
御
名
に
か
け
て
称
へ
た
て
ま
つ
り
し
事
は
あ
ら
ざ
り
け
り
。
後
に
雄
略
の
御
謚
を
奉
り
し
も
、

か
の
有
徳
天
皇
と
称
へ
し
如
く
威
徳
猛
烈
の
君
な
れ
ば
、
雄
略
と
は
称
し
な
め
れ
ど
、
猪
の
こ
と
に
よ
れ
る
に
あ
ら
ず
。
さ
る
を
御
稜
威
よ
り
と
詠
て
は
、
た
ゞ

此
猪
に
の
み
か
ゝ
り
て
誉
奉
る
に
似
て
、
な
か
〳
〵
に
み
い
つ
を
虧
も
の
な
り
。
畢
竟
史
の
事
実
に
疎
く
て
た
し
か
な
る
見
解
な
き
ゆ
ゑ
な
る
べ
し
。

小
子
部
須
賀
留

６	

雲
井
ま
で
其
名
も
た
か
く
と
ゞ
ろ
く
や
手
ど
り
に
と
り
し
な
る
神
の
ご
と

な
る
神
は
か
た
ち
な
き
も
の
な
れ
ば
、
手
ど
り
に
は
な
し
が
た
し
。
須
賀
留
は
雲
獣
を
と
り
た
る
な
る
べ
し
。
さ
れ
ば
鳴
神
を
手
と
り
に
と
り
し
と
は
い
ふ
べ
か

ら
ず
。大

職
冠

７	

〔
11
〕
た
は
わ
ざ
と
人
に
は
見
せ
て
庭
鞠
に
ふ
か
き
心
を
と
り
か
は
し
け
む

鎌
足
公
の
天
智
天
皇
に
む
つ
び
初
し
は
、
法
興
寺
の
槻
の
も
と
に
て
打
鞠
の
時
、
脱
た
る
御
沓
を
さ
ゝ
げ
し
よ
り
親
み
賜
ひ
し
な
り
。
さ
る
を
戯
業
と
人
に
は
見

せ
て
と
い
は
ゞ
、
此
庭
鞠
は
入
鹿
の
か
た
へ
戯
わ
ざ
と
見
せ
む
が
為
に
は
か
り
し
事
の
や
う
に
聞
え
て
、
事
実
違
へ
り
。
若
ま
た
御
沓
を
捧
し
を
戯
業
と
い
は
ゞ
、



−9−

鈴
木　

亮　

海
上
胤
平
『
詠
史
百
首
評
論
』

甚
し
き
誤
な
り
。
四
句
深
き
心
も
結
句
と
り
か
は
し
と
い
へ
る
も
ふ
つ
ゝ
か
な
り
。

伊
企
儺

８	

〔
７
〕
い
た
づ
ら
に
い
き
な
が
ら
へ
ば
か
ら
国
に
大
和
心
の
名
を
た
て
め
や
も

大
和
心
の
名
と
は
い
か
で
か
い
ふ
べ
き
。
こ
は
詞
の
は
た
ら
き
も
し
ら
ぬ
と
い
ふ
べ
し
。

大
桑
子

９	

〔
８
〕
を
ゝ
し
く
も
散
に
け
る
か
な
を
み
な
へ
し
し
ら
ぬ
し
ら
ぎ
の
風
に
な
び
か
で

大
桑
子
か
し
こ
に
て
死
た
る
な
り
。
さ
る
を
し
ら
ぬ
し
ら
ぎ
と
は
い
ふ
べ
か
ら
ず
。

守
屋
大
連

10
〔	

９
〕
法
の
水
せ
き
と
め
か
ね
て
さ
か
さ
ま
に
な
が
し
ゝ
名
こ
そ
か
な
し
か
り
け
れ

法
の
水
い
か
な
る
処
よ
り
流
れ
出
た
る
に
か
、
川
な
ど
の
詞
な
く
て
は
、
せ
き
と
め
も
な
が
し
ゝ
も
か
な
わ
ぬ
な
り
。
ま
た
さ
か
さ
ま
は
卑
よ
り
高
き
に
流
る
ゝ

を
い
ふ
な
り
。
さ
れ
ば
せ
き
と
め
て
こ
そ
逆
に
も
な
が
る
べ
け
れ
。
せ
き
と
め
か
ね
て
と
あ
る
に
は
、
さ
か
さ
ま
に
な
が
し
ゝ
と
は
理
た
が
へ
り
。

佐
用
媛

11	

〔
10
〕
つ
ま
こ
ふ
る
外
に
こ
ゝ
ろ
の
動
な
き
み
さ
を
よ
り
こ
そ
石
と
な
り
け
め

つ
ま
こ
ふ
る
外
に
心
の
動
き
な
き
、
と
い
へ
る
は
い
と
〳
〵
つ
た
な
し
。
四
句
結
句
み
さ
を
や
こ
り
て
石
と
な
り
け
む
と
も
い
ふ
べ
き
な
り
。
み
さ
を
よ
り
こ
そ

石
と
な
り
け
め
と
は
、
こ
と
わ
り
立
が
た
し
。

柿
本
人
丸
〔
朝
臣
〕

12	

あ
ふ
げ
た
ゞ
末
の
世
に
し
も
山
柿
の
本
の
こ
ゝ
ろ
の
高
き
し
ら
べ
を

本
の
心
と
い
ふ
こ
と
は
、
古
今
集
に
石
上
ふ
る
か
ら
小
野
の
も
と
か
し
は
も
と
の
こ
ゝ
ろ
は
わ
す
ら
れ
な
く
に
、
と
あ
る
ご
と
く
、
境
界
は
さ
ま
〴
〵
転
変
る
な

ら
ひ
な
れ
ど
、
本
性
は
忘
れ
ぬ
と
な
り
。
さ
れ
ば
其
人
の
た
て
た
る
本
心
な
く
て
は
も
と
の
心
と
い
ふ
こ
と
詮
な
し
。
人
丸
い
か
な
る
本
心
あ
り
け
む
。
僻
言
な

ら
ず
や
。
そ
は
し
ば
ら
く
お
き
て
、
此
歌
あ
ふ
げ
た
ゞ
と
あ
れ
ば
、
鄙
劣
の
し
ら
べ
を
捨
て
高
尚
の
調
を
あ
ふ
げ
と
に
や
。
さ
れ
ば
勉
て
高
き
調
を
習
ふ
べ
き
を
、

自
己
の
歌
い
か
に
ぞ
や
。
百
首
の
う
ち
に
一
首
と
し
て
と
ゝ
の
ひ
た
る
歌
な
し
。
お
の
れ
を
か
へ
り
見
よ
。
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和
気
清
丸
〔
朝
臣
〕

13	

す
べ
ら
ぎ
の
神
の
御
筋
の
た
え
せ
ぬ
は
君
た
ゝ
れ
し
に
よ
り
て
な
り
け
り

清
丸
の
筋
を
た
ゝ
れ
し
に
よ
り
て
、
神
の
み
す
ぢ
の
絶
せ
ぬ
と
い
へ
る
に
や
。
い
と
ふ
つ
ゝ
か
な
る
い
ひ
ざ
ま
な
り
。
道
鏡
を
愛
賜
ふ
御
心
ま
ど
ひ
の
あ
ま
り
、

い
と
あ
る
ま
じ
き
思
召
も
あ
り
つ
れ
ど
、
皇
統
の
万
世
に
絶
た
ま
ふ
べ
き
こ
と
わ
り
な
ら
ね
ば
、
清
丸
が
別
れ
し
に
よ
り
て
絶
せ
ぬ
と
い
は
む
は
、
な
か
〳
〵
に

か
し
こ
き
い
ひ
ざ
ま
な
り
。
は
た
君
が
た
ゝ
れ
し
と
は
、
か
り
に
て
は
何
を
た
ゝ
れ
し
に
か
聞
え
が
た
し
。
そ
は
二
句
の
御
す
ぢ
に
か
け
て
足
の
筋
を
き
か
せ
る

に
や
。
さ
て
は
神
の
御
す
ぢ
と
足
の
筋
と
混
合
し
て
、
い
よ
〳
〵
ゐ
や
な
き
こ
と
な
り
。

田
道

14	

国
の
為
消
の
こ
り
た
る
た
ま
の
を
の
長
き
恨
や
お
ろ
ち
な
し
け
む

消
の
こ
り
た
る
と
あ
る
、こ
は
な
ほ
消
え
ず
し
て
と
い
は
ざ
れ
ば
叶
は
ず
。結
句
お
ろ
ち
と
あ
る
は
仮
字
た
が
へ
り
。さ
て
、を
ろ
ち
な
し
け
む
と
は
い
ふ
べ
か
ら
ず
。

な
す
は
如
く
と
い
ふ
意
な
り
。
田
道
の
忠
魂
を
ろ
ち
と
な
り
て
、
あ
だ
を
な
や
ま
し
た
る
な
れ
ば
、
を
ろ
ち
と
な
り
け
む
、
と
こ
そ
い
ふ
べ
け
れ
。
さ
て
は
ま
た

文
字
あ
ま
り
て
く
ち
を
し
。
長
き
う
ら
み
と
い
へ
る
も
を
さ
な
し
。
恨
に
長
き
短
き
と
い
ふ
べ
く
も
あ
ら
ず
。

浦
島
子

15	

玉
く
し
げ
あ
く
る
く
や
し
と
な
げ
き
て
も
か
へ
ら
ぬ
水
の
え
に
こ
そ
有
け
れ

あ
く
る
く
や
し
と
は
現
在
な
り
。さ
て
は
叶
は
ず
。こ
ゝ
に
て
は
あ
け
て
く
や
し
き
と
有
べ
し
。ま
た
水
の
え
を
い
は
む
と
て
、か
へ
ら
ぬ
水
の
え
に
な
ど
い
へ
る
は
、

い
と
つ
た
な
し
。

聖
徳
太
子

16	

人
の
世
は
た
ゞ
さ
め
ぬ
ま
の
頼
み
ぞ
と
夢
ど
の
を
さ
へ
作
り
ま
し
け
む

人
の
世
は
た
ゞ
さ
め
ぬ
ま
の
頼
み
ぞ
と
あ
る
、
こ
は
作
者
の
意
は
衆
生
不
覚
の
世
を
頼
む
な
ら
む
。
さ
れ
ば
夢
殿
を
作
り
て
さ
と
し
た
ま
ふ
と
い
ふ
に
や
。
覚
不

覚
の
語
は
仏
教
に
専
ら
い
ふ
言
な
れ
ば
、
此
皇
子
を
詠
奉
る
に
は
よ
き
詞
な
れ
ど
、
例
の
い
ひ
な
し
つ
た
な
く
て
紛
ら
は
し
。

忌
部
広
成
〔
臣
〕

17	

人
の
世
に
と
ほ
き
神
代
の
か
た
り
ご
と
こ
を
ば
君
こ
そ
書
つ
た
へ
け＊

め
（
＊
け
れ
）

趣
意
は
聞
え
た
れ
ど
、
い
ひ
た
る
ま
で
に
て
差
略
も
な
き
歌
な
り
。
四
句
こ
を
ば
君
こ
そ
な
ど
い
と
を
さ
な
し
。
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久
米
仙
人

18	
を
み
な
へ
し
な
ま
め
く
の
み
か
花
妻
の
は
ぎ
に
も
お
つ
る
も
の
と
こ
そ
し＊

れ
（
＊
み
れ
）

僧
正
遍
昭
の
歌
を
思
ひ
か
け
た
る
な
め
れ
ど
、
つ
た
な
く
て
い
ひ
か
ひ
な
し
。
萩
の
花
妻
と
こ
そ
い
へ
、
花
妻
の
萩
と
は
い
か
で
か
い
ふ
べ
き
。
脛
を
い
は
ん
と

て
か
く
も
て
つ
け
た
る
に
や
。
詞
は
心
に
ま
か
せ
て
い
は
れ
ぬ
も
の
ぞ
。
四
句
語
を
な
さ
ず
。
此
歌
は
久
米
仙
人
を
よ
め
る
な
れ
ば
、
詠
史
歌
集
と
い
へ
る
も
の

に
入
べ
き
歌
な
ら
ず
。

菅＊

原
（
＊
菅
）
贈
太
政
大
臣

19	

雲
井
に
は
す
み
は
て
ね
ど
も
折
え
た
る
月
の
か
つ
ら
は
今
も
匂
へ
り

折
え
た
る
月
の
桂
と
は
「
久
か
た
の
月
の
か
つ
ら
も
を
る
ば
か
り
家
の
風
を
も
ふ
か
せ
て
し
が
な
」、
こ
の
歌
に
よ
ら
れ
て
大
臣
の
学
徳
、
今
の
世
に
も
匂
ひ
た
り

と
い
ふ
な
る
べ
し
。
其
意
は
し
ら
れ
た
れ
ど
、月
の
桂
を
折
え
た
る
に
あ
ら
ね
ば
、空
言
な
り
。
さ
て
此
大
臣
を
詠
む
と
な
ら
ば
、か
ば
か
り
の
こ
と
に
て
は
叶
は
ず
。

大
方
の
学
生
と
ひ
と
つ
に
お
も
ふ
べ
か
ら
ず
。

檜
垣
老
女

20	

水
上
の
ふ
か
き
こ
ゝ
ろ
は
し
ら
河
に
な
が
れ
て
こ
そ
は
く
み
し
ら
れ
け＊

り
（
＊
け
れ
）

水
上
は
あ
さ
く
も
末
は
深
き
な
ど
こ
そ
い
へ
、水
上
の
深
き
と
い
へ
る
は
、詞
に
あ
や
な
く
て
ふ
さ
は
ず
。
さ
れ
ば
水
上
の
き
よ
き
心
と
も
い
ふ
べ
き
か
。
ま
た
こ
ゝ

ろ
は
の
は
文
字
、
四
句
の
こ
そ
は
の
は
文
字
か
し
ま
し
。
三
句
の
し
ら
河
、
結
句
の
く
み
し
ら
れ
、
そ
も
う
る
さ
し
。

紫
式
部

21	

む
ら
さ
き
の
根
な
し
草
と
も
見＊

へ
ざ
り
き
（
＊
見
え
ぬ
か
な
）
花
も
実
も
あ
る
筆
の
す
さ
び
は

浮
草
の
根
な
し
な
ど
こ
そ
い
ふ
べ
け
れ
。
紫
の
根
な
し
草
と
は
い
か
に
ぞ
や
。
四
句
褒
賞
の
詞
な
れ
ど
、
筆
の
す
さ
び
に
花
も
実
も
あ
る
と
は
い
ひ
が
た
し
。
み

だ
り
な
ら
ず
や
。

清
少
納
言

22	

巻
あ
げ
し
を
す
の
外
山
の
雪
に
こ
そ
ふ
か
き
心
の＊

（
＊
は
）
顕
れ
に
け
れ

簾
ま
く
、
す
だ
れ
か
ら
く
る
な
ど
古
人
の
い
へ
る
は
優
な
り
。
ま
き
あ
げ
し
と
あ
る
は
、
い
や
し
き
こ
と
ば
な
り
。
歌
は
詞
正
し
く
高
尚
に
よ
む
べ
き
も
の
ぞ
。

四
句
深
き
こ
ゝ
ろ
の
と
い
へ
る
、
此
句
深
き
こ
ゝ（
マ
マ
）は
と
い
ふ
べ
し
。
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文
屋
康
秀

23	

中
々
に
身
に
お
は
ざ
り
し
こ
と
の
葉
の
錦
や
人
の
目
に
と
ま
り
け
む

古
今
序
に
、
詞
た
く
み
に
し
て
其
さ
ま
身
に
お
は
ず
、
い
は
ゞ
商
人
の
よ
き
ゝ
ぬ
着
た
ら
む
が
如
し
と
あ
る
、
こ
れ
に
よ
ら
れ
た
り
や
。
一
首
の
う
へ
、
こ
と
葉

い
や
し
く
て
錦
も
よ
し
な
し
。
初
句
中
々
に
も
叶
は
ず
。
身
に
お
は
ざ
り
し
こ
と
の
は
の
人
の
目
に
と
ま
り
た
ら
む
に
は
、
や
さ
し
か
る
べ
き
を
作
者
の
ご
と
く

い
ひ
て
は
、
一
首
の
趣
意
と
ほ
ら
ず
。

崇
徳
院

24	

つ
れ
な
く
も
せ
き
か
へ
し
た
る
水
茎
の
あ
と
の
恨
に
し
づ
む
君
か
な

前
に
い
へ
る
、法
の
水
せ
き
と
め
か
ね
て
云
云
と
い
へ
る
ご
と
く
に
て
、此
歌
水
ぐ
き
と
あ
る
か
ら
に
、せ
き
か
へ
し
た
る
な
ど
い
へ
る
に
や
。
こ
と
ば
た
ら
ぬ
な
り
。

水
茎
の
後
と
あ
る
は
、
御
経
な
れ
ば
、
た
ゞ
水
茎
と
の
み
に
て
は
心
ゆ
か
ず
。
は
た
あ
と
の
恨
と
い
へ
る
は
語
を
な
さ
ず
。
後
と
は
い
は
ゆ
る
筆
の
あ
と
、
墨
の

あ
と
に
て
む
か
し
の
跡
な
れ
ば
、
こ
ゝ
に
は
叶
ず
。

源
頼
義
朝
臣

25	

み
な
も
と
の
さ
か
え
し
ら
れ
て
お
の
づ
か
ら
わ
き
出
に
け
る
岩
し
水
か
な

三
句
お
の
づ
か
ら
と
い
ふ
詞
叶
は
ず
。
頼
義
朝
臣
が
弓
も
て
突
た
る
に
、
清
水
の
わ
き
出
ぬ
を
よ
め
る
な
る
べ
し
。
さ
れ
ば
、
そ
の
さ
ま
な
く
て
は
詞
た
ら
は
で

き
こ
え
が
た
し
。

源
義
家
朝
臣

26	

と
ゞ
め
お
く
言
葉
の
花
に
み
ち
の
く
の
関
の
な
こ
そ
は
高
く
な
り
け
れ

結
句
俗
調
な
り
。
高
く
し
ら
る
れ
と
こ
そ
い
ふ
べ
け
れ
。
さ
て
し
も
関
の
歌
に
な
り
て
、
題
に
か
な
は
ず
。

安
部
貞
任

27	

ほ
こ
ろ
び
む
衣
の
た
て
を
し
ば
ら
く
は
縫
と
ゞ
め
た
り
糸
の
み
だ
れ
に

ほ
こ
ろ
び
む
は
、
い
ま
だ
し
か
ら
ざ
る
ほ
ど
の
詞
な
り
。
此
時
は
既
に
破
れ
た
る
な
れ
ば
、
ほ
こ
ろ
び
し
と
い
ふ
べ
き
な
り
。
は
た
糸
の
み
だ
れ
は
其
時
の
詞
な

が
ら
、
乱
れ
に
縫
と
ゞ
め
た
り
と
は
い
ひ
が
た
し
。
一
首
の
意
此
歌
に
て
は
、
暫
く
衣
の
舘
を
と
り
と
め
た
る
が
如
く
い
へ
れ
ど
、
た
ゞ
一
身
を
の
が
れ
し
ま
で

に
て
、
衣
の
た
て
を
防
留
た
る
と
は
異
な
れ
ば
、
き
こ
え
が
た
し
。
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左
馬
頭
義
朝

28	
情
な
く
親
を
う
つ
身
の
は
て
見
て
も
ま
さ
し
く
む
く
ひ
あ
る
世
な
り
け
り

情
な
く
な
ど
、
こ
ゝ
に
い
ふ
べ
き
詞
か
は
。
二
句
う
つ
身
の
は
て
と
あ
る
は
叶
は
ず
。
こ
ゝ
は
、
う
ち
し
身
と
い
ふ
べ
き
処
な
り
。
三
句
優
な
ら
ず
。
四
句
も
結

句
も
い
と
ま
だ
し
く
て
、
見
処
な
き
な
り
。
四
句
む
く
ひ
は
仮
字
た
が
へ
り
。
む
く
い
と
書
べ
し
。

〔
源
〕
為
朝

29	

中
々
に
つ
ら
な
る
枝
の
梢
の
み
射
た
る
あ
だ
矢
も
こ
ゝ
ろ
あ
り
け
り

連
枝
と
い
へ
る
熟
語
を
強
て
詞
に
と
り
な
し
て
詠
る
な
め
れ
ど
、
国
語
な
ら
ね
ば
、
歌
に
よ
む
べ
か
ら
ず
。
又
枝
の
梢
と
は
つ
ゞ
く
べ
き
詞
な
ら
ぬ
を
や
。
詞
の

う
へ
に
て
は
、
為
朝
が
木
の
枝
を
射
た
る
に
な
り
て
、
冑
を
射
た
り
と
は
き
こ
え
ず
。
あ
だ
矢
も
例
な
け
れ
ば
、
戯
言
な
り
。

源
頼
政
〔
卿
〕

30	

梓
弓
と
る
方
の
み
か
言
の
葉
の
右
に
も
出
る
人
な
か
り
け
り

万
葉
集
に
左
手
の
弓
と
る
か
た
と
い
ふ
詞
あ
り
。
そ
れ
に
よ
り
て
、
梓
弓
と
る
か
た
の
み
か
と
い
へ
る
に
や
。
左
に
対
し
て
右
と
い
ひ
て
、
文
武
と
も
に
す
ぐ
れ

た
る
よ
し
の
作
意
な
め
れ
ど
、
弓
と
る
の
み
か
と
い
は
で
、
と
る
か
た
の
み
か
と
い
へ
る
は
、
弓
は
た
ゞ
左
手
を
い
は
む
料
の
み
に
き
こ
ゆ
な
り
。
か
く
て
は
、

左
手
の
す
ぐ
れ
た
り
と
い
ふ
に
な
り
て
、
こ
と
わ
り
た
ち
が
た
し
。

安
徳
天
皇

31	

世
の
中
を
て
ら
し
も
は
て
ず
わ
た
つ
み
の
浪
の
入
日
の
か
げ
ぞ
か
な
し
き

日
の
入
は
、
終
日
世
を
て
ら
し
ゝ
の
ち
な
ら
ず
や
。
さ
も
な
く
て
は
、
此
日
西
よ
り
出
て
西
に
入
る
さ
ま
に
て
、
い
と
あ
や
し
げ
な
り
。
か
く
こ
と
わ
り
に
た
が

へ
る
は
、
い
か
に
ぞ
や
。

平
相
国

32	

時
を
得
て
雲
ゐ
を
し
の
ぐ
老
松
の
梢
も
つ
ひ
に
浪
の
し
た
草

二
句
し
の
ぎ
し
と
い
は
で
は
叶
は
ず
。
梢
に
子
孫
ふ
く
み
て
、
西
海
に
没
落
せ
し
を
よ
め
る
な
め
れ
ど
、
か
く
い
ひ
て
は
、
相
国
浪
底
に
沈
み
し
ご
と
く
聞
え
て

か
な
は
ず
。
は
た
子
孫
を
梢
と
い
へ
る
例
も
あ
る
ま
じ
く
、
浪
も
俄
に
出
て
よ
せ
な
し
。
し
た
草
も
心
ゆ
か
ず
。
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平
忠
度
〔
朝
臣
〕

33	

ふ
る
さ
と
の
花
の
に
ほ
ひ
に
か
く
し
た
る
名
も
千
載
に
ぞ
顕
れ
に
け
る

か
く
し
た
る
名
と
は
誰
が
か
く
し
た
る
か
。
忠
度
は
自
ら
名
を
か
く
し
た
る
に
あ
ら
ず
。
勅
勘
の
身
な
れ
ば
と
て
、
読
人
し
ら
ず
と
俊
成
卿
の
千
載
集
に
入
た
り

と
い
ふ
こ
と
あ
り
。
そ
を
い
へ
る
に
や
。
さ
れ
ば
名
は
千
載
に
あ
ら
は
れ
た
る
な
り
。
此
歌
は
『
さ
ゞ
な
み
や
志
賀
の
都
は
あ
れ
に
し
を
む
か
し
な
が
ら
の
山
桜

か
な
』
と
よ
ま
れ
た
る
に
よ
れ
る
な
る
べ
し
。
さ
る
を
、
た
ゞ
ふ
る
さ
と
ゝ
の
み
よ
ま
む
も
口
を
し
。
ま
た
花
の
に
ほ
ひ
に
か
く
し
た
る
名
と
は
語
を
な
さ
ず
。

小
松
内
府

34	

有
て
世
の
は
て
を
ば
見
じ
と
散
に
け
む
ま
が
る
老
木
の
花
を
見
す
て
ゝ

有
て
世
の
中
は
て
の
う
け
れ
ば
と
あ
る
に
よ
ら
れ
た
る
な
め
れ
ど
、
は
て
を
は
な
と
い
へ
る
詞
い
と
い
や
し
げ
な
り
。
は
て
は
見
し
と
や
な
ど
い
ふ
べ
し
。
二
句

は
て
を
ば
見
じ
と
、
結
句
花
を
見
す
て
ゝ
、
見
文
字
二
ッ
あ
り
て
う
る
さ
し
。
老
木
の
花
と
い
へ
る
か
ら
に
、
三
句
の
散
に
け
む
と
活
か
し
た
る
な
め
れ
ど
、
人

の
死
ぬ
る
を
散
と
は
い
ふ
べ
か
ら
ず
。
ま
た
花
と
い
ふ
こ
と
、
清
盛
に
は
ふ
さ
は
し
か
ら
ず
。

二
位
尼

35	

あ
ら
玉
の
ま
玉
つ
ゝ
み
て
わ
た
つ
み
に
し
づ
む
こ
ろ
も
の
う＊

ら
め
し
き
か
な
（
＊
う
ら
め
し
の
世
や
）

初
句
冠
辞
と
も
見
え
ず
。
麁
璞
の
真
玉
と
い
へ
る
こ
と
よ
し
な
し
。
沈
む
衣
も
あ
や
し
む
べ
し
。
か
く
い
ひ
て
は
、
衣
が
玉
を
包
み
て
海
底
に
沈
た
る
に
聞
え
て
、

不
束
な
り
。
衣
も
て
玉
を
包
む
は
、
人
な
る
べ
し
。
さ
れ
ば
、
沈
む
衣
と
は
い
か
で
か
い
ふ
べ
き
。
あ
さ
ま
し
き
世
の
姿
に
な
り
行
た
る
は
誰
か
な
し
け
む
と
、

其
も
と
を
思
ひ
て
其
人
を
こ
そ
恨
む
べ
け
れ
。
た
ゞ
に
衣
を
う
ら
む
に
や
。
衣
口
あ
ら
ば
何
と
か
い
は
む
。

五
条
三
位

36	

桐
火
桶
あ
た
り
の
春
の
の
ど
け
さ
に
君
が
言
葉
の
花
咲
に
け
り

か
く
い
ひ
て
桐
火
桶
の
あ
た
ゝ
ま
り
に
て
、
三
位
の
よ
き
歌
の
出
来
た
る
や
う
な
り
。
拙
劣
笑
ふ
に
堪
ず
。

能
登
守
教
経

37	

引
し
ぼ
る
君
が
矢
先
に
立
む
か
ふ
あ
だ
は
波
間
の
も
く
づ
な
り
け
り

初
句
引
し
ぼ
る
と
は
俗
な
り
。
引
放
つ
と
は
な
ど
い
は
ざ
り
け
む
。
あ
だ
は
波
間
の
も
く
づ
と
は
、
あ
や
し
む
べ
し
。
か
く
い
ひ
て
は
、
も
く
づ
が
化
て
あ
だ
と

な
り
た
る
に
き
こ
ゆ
な
り
。
あ
だ
は
波
間
の
も
く
づ
と
な
る
ら
む
な
ど
あ
る
べ
き
を
、
み
だ
り
な
ら
ず
や
。



−15−

鈴
木　

亮　

海
上
胤
平
『
詠
史
百
首
評
論
』

平
経
正

38	
四
の
緒
に
こ
ゝ
ろ
を
こ
め
し
青
海
の
浪
こ
そ
終
の
と
ま
り
な
り
け
れ

四
の
緒
に
も
心
を
こ
め
、
ま
た
青
海
に
も
こ
ゝ
ろ
を
こ
め
た
る
に
き
こ
え
て
、
い
と
ま
ぎ
ら
は
し
き
い
ひ
ざ
ま
な
ら
ず
や
。
か
く
て
は
趣
意
と
ほ
ら
ず
。
青
海
は

青
海
波
と
い
へ
る
曲
名
に
よ
ら
れ
た
る
な
め
れ
ど
、
波
こ
そ
つ
ひ
の
と
ま
り
と
は
解
が
た
し
。

平
康
頼

39	

あ
は
れ
と
も
く
み
は
し
ら
れ
じ
水
ぐ
き
の
な
が
れ
て
か
へ
る
あ
と
な
か
り
せ
ば

水
茎
は
墨
跡
な
り
。
さ
れ
ば
、
な
が
れ
て
か
へ
る
と
は
い
ひ
が
た
し
。
結
句
例
の
あ
と
ゝ
い
ふ
こ
と
叶
は
ず
。

僧
都
俊
寛

40	

友
千
鳥
あ
し
ず
り
し
て
も
か
へ
さ
れ
ぬ
う
ら
み
は
も
れ
し
後
に
こ
そ
あ
れ

千
鳥
の
あ
し
ず
り
と
は
笑
ふ
べ
し
。
三
句
か
へ
さ
れ
ぬ
と
い
へ
る
も
を
さ
な
し
。
四
句
う
ら
み
は
も
れ
し
と
あ
る
も
叶
は
ず
。
結
句
例
の
跡
も
つ
た
な
し
。
何
ご

と
を
か
い
ひ
出
け
む
。
此
作
者
後
と
い
ふ
癖
有
て
、
と
も
す
れ
ば
何
々
の
後
出
く
れ
ど
、
大
か
た
た
が
へ
り
。

能
因
法
師

41	

旅
衣
き
て
も
み
ざ
り
し
白
河
の
関
に
そ
の
名
は
猶
と
ゞ
め
け
り

そ
の
と
い
ふ
詞
は
上
に
あ
る
こ
と
を
さ
し
て
い
ふ
べ
き
詞
な
り
。
さ
れ
ば
、
こ
ゝ
に
て
は
叶
ひ
が
た
し
。

源
頼
朝
〔
卿
〕

42	

立
さ
わ
ぐ
や
し
ま
の
浪
の
引
か
へ
て
に
は
よ
く
な
り
ぬ
鎌
く
ら
の
海

初
句
立
さ
わ
ぐ
と
い
へ
る
、
こ
は
さ
わ
ぎ
し
と
あ
る
べ
き
を
、
文
字
あ
ま
れ
ば
か
く
い
へ
る
な
め
れ
ど
、
み
だ
り
な
り
。
二
三
句
や
し
ま
の
浪
の
引
か
へ
て
と
は

い
か
ゞ
。
浪
に
と
あ
る
べ
し
。

木
曾
義
仲

43	

う
し
車
の
り
ち
が
ひ
し
や
粟
津
野
に
身
も
落
ぬ
べ
き
始
な＊

り
け
り
（
＊
な
る
ら
む
）

牛
車
の
り
ち
が
ひ
し
や
と
は
俗
調
な
り
。
身
も
お
ち
ぬ
べ
き
は
じ
め
と
は
、
こ
ゝ
ろ
ゆ
か
ず
。
一
首
の
う
へ
解
が
た
し
。
身
も
の
も
文
字
も
お
ち
つ
か
ず
。
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源
義
経
〔
朝
臣
〕

44	

さ
か
し
ら
の
な
き
名
に
ぬ
れ
し
衣
川
身
の
沈
む
べ
き
と
こ
ろ
な
り
け
り

濡
衣
と
い
ふ
こ
と
を
、
衣
川
に
活
用
し
た
る
な
め
れ
ど
、
さ
か
し
ら
の
な
き
名
に
ぬ
れ
し
と
は
、
語
を
な
さ
ず
。
結
句
し
づ
む
べ
き
と
こ
ろ
な（
マ
マ
）け
り
と
い
へ
る
も

拙
な
く
て
、
見
る
に
た
ら
ず
。

妓
王

45	

今
さ
ら
に
思
ひ
ほ
ど
け
ば
う
れ
し
き
を
鬼
か
と
の
み
も
う
ら
み
け
る
か
な

二
句
お
も
ひ
ほ
ど
け
ば
と
は
い
は
れ
ず
。
解
と
い
ふ
を
仏
に
い
ひ
か
け
た
る
に
や
。
い
ひ
か
け
た
る
詞
も
い
ひ
な
し
に
よ
り
て
は
み
や
び
な
る
べ
け
れ
ど
、
わ
ろ

く
も
て
つ
け
た
る
は
、
口
軽
に
い
や
し
く
、
狂
歌
な
ど
の
や
う
に
て
き
ゝ
ぐ
る
し
き
も
の
な
り
。
此
作
者
い
ひ
か
け
を
む
ね
と
せ
ら
れ
た
る
に
や
。
数
々
あ
る
中

に
一
ッ
と
し
て
優
な
る
は
な
し
。
た
ゞ
も
の
し
ら
ぬ
人
の
耳
を
よ
ろ
こ
ば
す
ま
で
な
る
べ
し
。

佐
藤
嗣
信

46	

〔
47
〕
や
し
ま
が
た
命
を
的
と
か
ね
て
よ
り
思
ひ
し
ら
ず
ば
く
や
し
か
ら
ま
し

命
を
的
と
い
へ
る
は
俗
調
な
り
。
し
か
の
み
な
ら
ず
、
其
他
も
分
ら
ぬ
い
ひ
ざ
ま
ぞ
か
し
。
凡
武
士
の
軍
に
出
る
に
、
い
の
ち
を
捨
る
こ
と
は
か
ね
て
よ
り
思
ひ

定
め
た
る
事
な
り
。
況
や
嗣
信
の
ご
と
き
益
荒
雄
を
や
。
か
ね
て
よ
り
お
も
ひ
し
ら
ず
ば
な
ど
い
ふ
も
更
な
り
。
悔
し
か
ら
ま
し
も
い
ふ
べ
き
こ
と
か
は
。

佐
藤
忠
信

47	

〔
46
〕
生
死
を
う
ち
あ
ら
そ
ひ
し
み
だ
れ
碁
に
か
け
し
は
君
が
命
な
り
け
り

あ
ら
そ
ひ
し
と
あ
る
は
い
か
ゞ
。こ
は
あ
ら
そ
ひ
て
と
せ
ね
ば
叶
は
ぬ
な
り
。か
く
し
て
も
、ま
た
事
実
た
が
へ
り
。み
だ
れ
碁
に
命
か
け
た
る
に
は
あ
ら
ざ
る
を
や
。

梶
原
景
季

48	

も
ろ
と
も
に
ち
ら
ば
ち
ら
む
と
さ
し
そ
へ
て
え
び
ら
の
梅
に
名
は＊

（
＊
も
）
に
ほ
ひ
け
り

箙
に
梅
を
さ
し
た
る
は
父
の
景
時
な
れ
ど
、
世
に
景
季
と
い
へ
ば
さ
て
も
有
べ
し
。
二
句
ち
ら
ば
ち
ら
む
と
い
へ
る
は
叶
は
ず
。
三
句
そ
へ
と
い
ふ
こ
と
用
な
し
。

梅
と
も
ろ
と
も
に
ち
る
は
何
ぞ
や
、
景
季
な
る
べ
し
。
人
の
死
ぬ
を
散
る
と
は
い
ふ
べ
く
も
あ
ら
ず
。
近
世
の
え
せ
歌
に
か
ゝ
る
た
ぐ
ひ
多
か
り
け
り
。
心
す
べ

き
も
の
ぞ
か
し
。
四
五
句
も
拙
し
。
名
は
匂
ふ
と
い
ふ
べ
か
ら
ず
。
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法
然
上
人

49	
さ
ま
〴
〵
に
別
れ
し
法
の
道
の
お
く
ふ
も
と
に
な
し
て
と
き
広
め
け
り

道
の
お
く
ふ
も
と
に
な
し
て
と
は
、
無
下
に
物
し
ら
ぬ
い
ひ
ざ
ま
な
り
。
ふ
も
と
は
山
の
下
な
る
を
や
。
山
の
奥
と
い
は
ゞ
こ
そ
あ
ら
め
。
道
の
お
く
ふ
も
と
ゝ

は
い
か
で
か
い
ふ
べ
き
。
道
の
奥
に
対
し
て
は
、
口
と
い
ふ
べ
き
格
な
り
。
か
ば
か
り
の
事
も
辨
へ
ぬ
は
、
い
か
に
ぞ
や
。

文
覚
上
人

50	

思
ひ
き
や
こ
ゝ
ろ
に
か
け
し
人
の
名
を
身
の
上
に
さ
へ
お
は
む
も
の
と
は

四
句
う
へ
さ
へ
も
叶
は
ず
。
結
句
お
は
む
も
不
束
な
り
。

小
督
局

51	

か
ぎ
り
と
て
弾
や
な
み
だ
の
つ
ま
ご
と
も
嬉
し
き
ふ
し
に
か
は
る
笛
竹

何
々
の
限
と
こ
そ
い
ふ
べ
け
れ
。
た
ゞ
限
と
ば
か
り
に
て
は
、
何
の
限
か
し
り
が
た
し
。
な
み
だ
の
つ
ま
ご
と
は
、
無
下
に
を
さ
な
く
い
は
れ
た
り
。
こ
は
語
を

な
さ
ず
。
以
下
も
ふ
つ
ゝ
か
な
り
。
嵯
峨
野
の
こ
と
も
な
く
て
見
処
な
し
。

辨
慶

52	

君
を
さ
へ
う
ち
か
は
り
つ
ゝ
関
の
戸
を
こ
え
し
は
筆
の
力
な
り
け
り

初
句
は
富
樫
の
み
か
、
君
さ
へ
は
か
り
し
と
い
へ
る
に
や
。
君
を
は
か
り
し
に
あ
ら
ね
ば
、
事
実
た
が
へ
り
。
二
句
つ
ゝ
と
あ
る
も
用
な
し
。
三
句
関
を
こ
え
し

と
い
ふ
べ
き
を
、
文
字
た
ら
ね
ば
、
関
の
戸
と
い
へ
る
に
や
。
四
句
筆
故
な
く
出
た
り
。
い
と
み
だ
り
な
り
。

斎
藤
別
当
実
盛

53	

染
か
へ
し
か
し
ら
の
雪
の
そ
れ
な
ら
で
水
に
も
名
を
ば
す
ゝ
ぎ
つ
る
か
な

初
句
染
か
へ
し
と
い
へ
る
詞
、
心
ゆ
か
ず
。
実
盛
は
白
髪
を
黒
く
染
た
る
な
り
。
頭
の
雪
と
い
ひ
て
は
、
黒
髪
を
白
く
染
る
に
な
り
て
、
事
実
た
が
へ
り
。
四
五

句
水
に
も
名
を
ば
云
云
、
を
さ
な
き
い
ひ
ざ
ま
な
ら
ず
や
。

西
行
法
師

54	

言
の
葉
の
道
も
い
た
ら
ぬ
く
ま
ぞ
な
き
杖
と
笠
と
に
身
を
ま
か
せ
つ
ゝ

四
五
句
今
少
し
丈
高
く
あ
る
べ
し
。
此
歌
後
の
俳
諧
者
流
な
ど
の
さ
ま
に
て
、
此
法
師
に
は
相
応
ぜ
ず
。
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那＊

須
与
市
宗
隆
（
＊
那
須
宗
隆
）

55	

弓
矢
に
は
世
に
た＊

け
た
り
し
（
＊
た
ぐ
ひ
な
し
）
家
の
風
扇
よ
り
こ
そ
吹
は
じ
め
け
れ

初
句
に
は
と
あ
る
は
、
き
こ
え
ぐ
る
し
き
詞
な
ら
ず
や
。
世
に
た
け
た
り
し
も
む
づ
か
し
き
い
ひ
ざ
ま
な
り
。
た
け
と
い
ふ
詞
は
、
世
に
も
家
に
も
よ
し
な
し
。

さ
れ
ば
、
こ
ゝ
に
は
叶
は
ず
。
さ
て
与
市
が
弓
矢
、
此
扇
よ
り
初
た
る
や
う
に
て
い
と
ま
ぎ
ら
は
し
。
宗
隆
は
宗
高
な
り
。
一
首
の
う
へ
扇
射
た
る
さ
ま
な
く
て

き
こ
え
が
た
し
。

常
磐
前

56	

鎌
倉
や
鶴
が
岡
べ
に
千
代
よ
ぶ
も
ま
つ
が
常
磐
の
陰
に
ざ
り
け
る

常
磐
の
松
と
こ
そ
い
へ
、
松
が
常
磐
と
は
い
か
で
か
い
ふ
べ
き
。
前
に
見
え
た
る
花
つ
ま
の
萩
と
よ
め
る
に
ひ
と
し
く
て
、
い
ひ
か
ひ
な
し
。

静
女

57	

思
ひ
か
ね
立
ま
ふ
袖
の
雪
に
さ
へ
し
た
ふ
こ
ゝ
ろ
の
あ
と
は
見
え
け
り

お
も
ひ
か
ね
と
い
ふ
詞
は
、
思
ひ
に
た
へ
か
ね
て
と
い
ふ
こ
と
な
り
。
そ
は
古
歌
に
見
え
た
る
、
お
も
ひ
か
ね
妹
が
り
ゆ
け
ば
な
ど
の
如
し
。
さ
て
静
が
鶴
が
岡

の
舞
は
、
止
事
を
得
ざ
る
に
て
、
わ
れ
と
お
も
ひ
か
ね
て
舞
る
に
は
あ
ら
ず
。
作
者
此
こ
と
が
ら
も
心
得
ず
し
て
詠
る
に
や
。
ま
た
例
の
あ
と
、
例
の
さ
へ
並
び

出
た
り
。

曾
我
兄
弟

58	

狩
衣
す
そ
野
の
露
も＊

（
＊
と
）
消
た
れ
ど
そ
の
名
は
と
も
に
ふ
じ
の
高
山

三
の
句
い
と
い
や
し
げ
な
り
。
消
し
か
ど
ゝ
は
な
ど
い
は
ざ
り
け
む
。
四
句
も
結
句
も
、
初
学
の
口
つ
き
に
て
論
に
か
ゝ
ら
ず
。

大
磯
虎

59	

ひ
と
め
を
も
お
も
は
で
さ
し
ゝ
盞
に
ふ
か
き
こ
ゝ
ろ
は
く
み
し
ら
れ
つ＊

ゝ
（
＊
け
り
）

初
句
二
句
と
も
に
い
や
し
と
い
は
む
も
さ
ら
な
り
。
盞
に
ふ
か
き
心
な
ど
を
さ
な
し
。
結
句
つ
ゝ
も
叶
は
ず
。

佐
々
木
高
綱

60	

お
く
れ
じ
の
心
の
駒
や
立
ば
な
の
小
島
が
崎
に
た
ち
か
は
り
け
む

高
綱
が
う
ぢ
川
を
渡
り
た
る
に
あ
ら
ず
し
て
、
心
の
駒
が
梶
原
に
お
く
れ
ず
、
小
島
が
崎
に
ゆ
き
た
る
に
聞
ゆ
。
結
句
た
ち
か
は
り
け
む
と
あ
る
此
詞
も
ふ
つ
ゝ
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か
な
り
。

鴨
長
明

61	

み
ち
ぬ
れ
ば
か
へ
る
な
ら
ひ
の
世
を
捨
て
半
の
月
や
も
て
あ
そ
び
け
む

巴
女

62	

身
ひ
と
つ
は
を
し
ま
ざ
ら
ま
し
粟
津
野
の
は
ら
に
小
松
の
た
ね
な
か
り
せ
む＊

（
＊
ば
）

四
句
は
ら
に
小
松
と
は
、
つ
た
な
き
極
な
り
。
か
く
い
ひ
て
は
、
巴
小
松
の
程
を
は
ら
め
る
に
き
こ
え
て
、
あ
や
し
む
べ
し
。

朝
夷
奈
義
秀

63	

朝
日
か
げ
さ
す
が
の
人
の
た
ね
な
れ
ば
こ
の
名
も
よ
ゝ
に
か
ゞ
や
き
に
け＊

り
（
＊
け
む
）

二
句
さ
す
が
と
い
ふ
詞
は
叶
は
ず
。
四
句
こ
の
名
も
と
あ
る
も
を
さ
な
し
。
さ
て
義
秀
は
、
和
田
義
盛
の
子
、
或
は
義
仲
の
子
と
も
い
へ
り
。
そ
は
し
ば
ら
く
お

く
べ
し
。
一
躰
の
口
つ
き
い
や
し
く
て
、
見
る
に
た
ら
ず
。

秩
父
重
忠

64	

君
な
ら
で
こ
ゝ
ろ
わ
け
ぬ
を
い
か
な
れ
ば
二
股
川
に
い
ひ
し
づ
め
け
む

君
に
対
し
て
二
心
な
き
よ
し
い
へ
る
な
め
れ
ど
、
君
な
ら
で
心
わ
け
ぬ
を
と
い
ひ
て
は
、
君
に
心
を
わ
く
る
や
う
に
て
、
ま
ぎ
ら
は
し
。
君
を
お
き
て
と
も
い
ふ

べ
き
に
や
。
又
わ
け
ぬ
と
あ
る
も
叶
は
ず
。
二
股
川
に
い
ひ
し
づ
め
け
む
と
あ
る
も
、
ふ
つ
ゝ
か
な
る
い
ひ
ざ
ま
な
り
。

上
総
五
郎
兵
衛
忠
光

65	

く
や
し
く
も
み
出
さ
れ
け
り
身
を
か
へ
て
う
き
身＊

（
＊
め
）
を
さ
へ
に
い
と
は
ざ
り
し
を

二
句
し
ら
れ
け
る
か
な
と
い
ふ
べ
き
と
こ
ろ
な
ら
ず
や
。
三
四
句
身
を
か
へ
て
う
き
身
を
さ
へ
な
ど
、
よ
く
も
聞
え
ず
。
作
者
さ
へ
と
い
ふ
詞
の
癖
あ
り
て
、
や
ゝ

も
す
れ
ば
い
へ
り
。
そ
は
あ
た
ら
ぬ
か
ち
な
り
。
此
歌
う
き
身
の
外
に
何
事
か
有
け
む
。
副
の
意
叶
は
ず
。
す
べ
て
見
る
に
た
ら
ず
。

青
砥
藤
綱

66	

此
河
の
せ
に
う
づ
も
れ
ぬ
君
が
名
は
と
こ
な
め
に
こ
そ
世
に
な
が
れ
け
れ

二
句
せ
に
と
あ
る
は
、
銭
に
き
か
せ
い
へ
る
な
め
れ
ど
、
つ
た
な
し
。
う
づ
も
れ
ぬ
と
あ
る
も
心
ゆ
か
ず
。
こ
は
う
づ
も
れ
ず
と
あ
る
べ
し
。
四
句
と
こ
な
め
の

と
こ
と
は
に
な
ど
こ
そ
つ
ゞ
け
い
ふ
べ
け
れ
。
と
こ
な
め
に
世
に
な
が
れ
云
云
と
は
、
ふ
つ
ゝ
か
な
り
。
名
は
あ
く
る
、
し
ら
る
、
立
べ
し
、
残
す
な
ど
こ
そ
い
へ
、
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な
が
す
と
は
い
ふ
べ
か
ら
ず
。
さ
れ
ど
、
悪
き
名
な
れ
ば
、
な
が
す
と
も
い
ふ
べ
し
。

後
醍
醐
天
皇

67	

雲
ゐ
ま
で
め
さ
げ
た
ま
ひ
し
駒
の
名
の
龍
の
悔
こ
そ
君
も
ま
し
く
れ

駒
の
名
の
龍
と
い
へ
る
は
、
ひ
が
ご
と
な
り
。
す
る
墨
、
青
海
波
な
ど
の
如
く
龍
と
名
づ
け
し
駒
に
あ
ら
ず
。
さ
て
悔
こ
そ
君
も
ま
し
け
れ
、
か
や
う
の
処
は
、

君
は
ま
し
け
め
と
い
ふ
べ
き
な
り
。
決
定
し
て
い
は
む
は
、
思
き
か
た
も
あ
れ
ば
、
推
は
か
り
奉
る
か
た
に
よ
む
べ
き
も
の
ぞ
。
此
作
者
の
疎
漏
な
る
を
ま
さ
で

い
は
む
も
な
か
〳
〵
な
れ
ど
、
因
に
初
学
の
た
め
に
い
ふ
も
の
な
り
。
又
龍
の
悔
と
い
ひ
し
は
、
易
に
亢
龍
有
悔
云
云
と
あ
り
。
そ
れ
に
よ
ら
れ
た
る
に
や
。
此

唄
は
後
醍
醐
天
皇
御
即
位
あ
ら
せ
ら
れ
た
る
を
悔
た
ま
へ
る
に
聞
え
て
、
事
実
相
違
せ
り
。

大
塔
宮

68	

き
え
に
け
る
秋
の
霜
こ
そ
か
な
し
け
れ
し
こ
の
醜
草
お
き
も
か
ら
さ
で

秋
の
霜
と
い
へ
る
は
心
ゆ
か
ず
。
霜
は
草
木
を
か
ら
す
も
の
に
て
、
人
の
よ
ろ
こ
ば
ざ
る
も
の
な
り
。
さ
れ
ば
、
此
宮
を
霜
に
準
ら
へ
た
る
は
、
ふ
さ
は
し
か
ら
ず
。

准
后
親
房
所＊

（
＊
卿
）

69	

五
十
鈴
川
な
が
れ
の
末
の＊

（
＊
も
）
に
ご
ら
ぬ
は
く
み
し
る
君
の
あ
れ
ば
な
り
け
り

く
み
し
る
君
の
な
か
ら
む
に
は
、
に
ご
る
や
う
に
き
こ
ゆ
な
り
。
さ
て
は
く
ち
を
し
。
あ
さ
は
か
な
り
や
。

尹
大
納
言
師
賢
所＊

（
＊
卿
）

70	

木
が
く
れ
し
君
が
も
ぬ
け
の
か
ら
錦
こ
ゝ
ろ
に
さ
へ
も
き
た
る
君
か
な

師
賢
卿
天
皇
の
大
御
身
に
か
は
ら
せ
た
ま
ひ
て
、
天
皇
の
御
衣
を
着
、
叡
山
へ
行
幸
す
と
て
、
出
た
ゝ
せ
る
其
時
の
こ
と
を
い
へ
る
に
や
。
木
が
く
れ
し
と
い
へ

る
は
よ
し
な
し
。
ま
た
、君
が
も
ぬ
け
の
か
ら
錦
も
心
わ
か
ら
ぬ
い
ひ
ざ
ま
な
ら
ず
や
。
心
に
さ
へ
も
云
云
、い
か
な
る
意
に
か
有
け
む
。
了
解
し
が
た
し
。
ま
た
、

君
と
い
へ
る
こ
と
二
ッ
あ
り
て
、
そ
も
き
ゝ
ぐ
る
し
き
な
り
。

中
納
言
藤
房
卿

71	

月
か
げ
の
鷹
の
巣
山
に
い
り
し
よ
り
雲
井
は
く
ら
く
な
り
に
け
る
か
な

建
武
二
年
三
月
十
一
日
、
八
幡
行
幸
の
供
奉
を
限
と
し
て
、
北
岩
倉
と
云
処
に
赴
き
、
不
二
坊
法
一
と
云
僧
を
戒
師
と
し
て
、
遂
多
年
拝
趨
の
儒
冠
を
解
、
法
躰

と
な
り
し
こ
と
太
平
記
に
見
ゆ
。
又
吉
野
拾
遺
に
畑
時
能
鷹
巣
山
よ
り
帰
り
て
、
新
田
義
助
に
い
ふ
、
山
中
僧
に
逢
、
其
面
藤
房
卿
に
似
た
り
云
云
。
若
是
を
卿
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と
し
て
も
、
此
時
は
じ
め
て
世
を
さ
け
た
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
此
歌
の
如
く
、
た
ゞ
ち
に
鷹
巣
山
に
入
た
る
や
う
に
い
ひ
て
は
、
叶
ふ
べ
か
ら
ず
。
事
実
も
辨
へ
ず
、

み
だ
り
に
虚
言
を
い
へ
る
な
る
べ
し
。

千
種
忠
顕
卿

72	

北
風
に
野
べ
の
千
草
は
か
れ
た
れ
ど
こ
ゝ
ろ
の
花
は
い
ま
も
に
ほ
へ
り

三
句
か
れ
た
れ
ど
ゝ
い
へ
る
、
例
の
口
ぐ
せ
に
て
げ
す
〳
〵
し
。
こ
ゝ
は
か
れ
し
か
ど
ゝ
い
ふ
べ
し
。
な
ほ
あ
な
ぐ
り
い
は
む
に
は
、
野
辺
の
千
草
は
枯
れ
た
れ

ど
に
て
は
、
心
の
花
に
打
あ
は
ず
。
千
草
は
た
と
へ
て
い
へ
る
詞
な
り
。
こ
ゝ
ろ
の
花
は
た
ゞ
ご
と
な
り
。
た
と
へ
歌
と
た
ゞ
ご
と
歌
と
差
別
あ
る
べ
き
を
、
此

歌
の
ご
と
く
い
ひ
て
は
、
躰
を
な
さ
ず
。
近
頃
詠
史
の
歌
に
か
ゝ
る
た
ぐ
ひ
少
か
ら
ず
。

源
義
貞
朝
臣

73	

剣
太
刀
神
も
う
け
ひ
く
汐
干
が
た
か
ち
わ
た
る
べ
き
初
な
り
け
り

汐
は
ひ
く
と
い
ふ
べ
く
も
あ
ら
ず
。
し
か
る
を
、
近
世
の
俗
歌
に
此
詞
を
を
り
〳
〵
見
ゆ
。
う
け
ひ
く
汐
干
が
た
歩
わ
た
る
べ
き
と
よ
め
る
は
、
軍
に
勝
わ
た
る

に
き
か
せ
た
る
な
る
べ
し
。
さ
れ
ど
詞
た
ら
は
で
、
さ
は
聞
え
が
た
し
。
詞
の
う
へ
に
て
は
、
汐
干
が
た
に
て
、
戦
た
る
は
勝
わ
た
る
べ
き
始
な
り
け
り
と
の
意

に
て
き
こ
ゆ
る
な
り
。
さ
て
は
事
実
た
が
へ
り
。
二
句
三
句
つ
ゞ
き
よ
ろ
し
か
ら
ず
。
此
歌
稲
村
が
崎
な
ど
の
詞
な
く
て
は
叶
は
じ
。

楠
正
成
朝
臣

74	

た
ち
ば
な
の
花
散
し
よ
り
五
月
や
み
お
ぼ
つ
か
な
く
も
世
は
な
り
に
け＊

り
（
＊
け
る
）

正
成
卿
存
在
の
時
よ
り
世
は
お
ぼ
つ
か
な
き
を
、
か
く
い
ひ
て
は
叶
は
ず
。
此
卿
存
在
の
時
治
世
な
ら
ば
こ
そ
、
事
実
も
考
へ
な
く
、
い
と
み
だ
り
な
ら
ず
や
。

楠
正
行
〔
朝
臣
〕

75	

な
り
出
む
身
を
ば
お
も
は
ず
散
に
け
り
親
の
教
の
庭
の
た
ち
ば
な

初
句
二
句
と
も
心
ゆ
か
ず
。
四
句
教
の
庭
と
は
い
ひ
が
た
し
。
庭
の
教
と
こ
そ
い
ふ
べ
け
れ
。
こ
れ
も
前
に
見
え
た
る
、
花
づ
ま
の
萩
、
松
の
と
き
は
な
ど
い
へ

る
た
ぐ
ひ
に
て
、
僻
言
な
り
。

北
畠
顕
家
〔
卿
〕

76	

あ
ら
き
風
ふ
せ
ぎ
か
ね
つ
ゝ
あ
へ
な
く
も
安
部
野
の
露
と
消
し
君
か＊

も
（
＊
は
も
）

か
く
い
ひ
て
は
、
顕
家
風
を
ふ
せ
ぎ
か
ね
て
、
露
と
き
え
た
る
に
き
こ
ゆ
な
り
。
さ
て
は
こ
と
わ
り
た
ち
が
た
き
い
ひ
ざ
ま
な
ら
ず
や
。
顕
家
は
軍
を
ふ
せ
ぎ
か
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ね
た
る
な
り
。
此
歌
も
亦
た
ゞ
ご
と
歌
に
あ
ら
ず
な
。
う
ら
へ
歌
に
あ
ら
ず
。
躰
を
な
さ
ぬ
と
こ
そ
い
ふ
べ
け
れ
。

日
野
資
朝
卿

77	

世
の
人
の
し
ら
ぬ
た
め
し
に
曳
犬
の
む
く
つ
け
き
世
を
君
ぞ
い
さ
め
し

猥
犬
を
曳
せ
た
る
は
、
一
時
の
戯
謔
な
り
。
詠
史
の
歌
に
て
此
卿
を
よ
ま
む
に
は
、
今
少
し
大
け
き
事
が
ら
あ
る
べ
き
な
り
。
そ
は
と
ま
れ
、
二
句
し
ら
ぬ
た
め

し
と
い
へ
る
、
こ
は
心
ゆ
か
ず
。
ま
た
初
句
よ
の
人
云
云
、
四
句
む
く
つ
け
き
世
云
云
、
一
首
の
う
へ
に
よ
と
い
ふ
こ
と
ふ
た
つ
あ
り
て
う
る
さ
し
。

日
野
河
新
丸

78	

お
の
づ
か
ら
靡
き
し
竹
の
こ
の
道
を
尽
す
こ
ゝ
ろ
を
神
や
守
り
し

竹
は
自
ら
な
び
き
た
る
に
あ
ら
ず
。
ま
た
竹
の
こ
の
道
と
も
て
つ
け
た
る
も
、
前
の
巴
を
よ
め
る
歌
に
、
は
ら
に
小
松
と
い
へ
る
た
ぐ
ひ
に
て
つ
た
な
し
。
一
首

の
う
へ
、
堀
を
こ
ゆ
る
さ
ま
な
く
て
は
詞
た
ら
は
で
叶
ふ
べ
か
ら
ず
。

名
和
長
年

79	

に
ご
り
な
き
水
と
な
り
つ
ゝ
君
を
し
も
や
す
き
に
お
け
る
舟
上
の
山

水
よ
く
舟
を
浮
ぶ
る
と
い
ふ
語
に
よ
り
て
、
船
上
山
を
詠
る
に
や
。
そ
は
よ
ろ
し
か
れ
ど
、
水
と
な
り
つ
ゝ
と
い
ふ
詞
い
か
に
ぞ
や
。
か
く
て
は
、
長
年
が
を
り

〳
〵
水
と
な
り
た
る
や
う
に
き
こ
え
て
い
ぶ
か
し
。
つ
ゝ
と
い
へ
る
こ
と
も
叶
は
ぬ
な
り
。
此
時
か
ら
く
し
て
、
敵
を
防
ぎ
し
軍
な
れ
ば
安
き
に
お
け
る
も
ふ
さ

は
し
か
ら
ず
。

児
島
高
徳

80	

人
し
れ
ず
書
か
ら
文＊

字
（
＊
う
た
）
の
心
を
も
君
は
う
れ
し
と
お
も
ひ
と
き
け
む

二
句
書
し
と
い
ふ
べ
き
を
、
文
字
あ
ま
れ
ば
か
く
か
ら
文
字
と
は
い
へ
る
な
る
べ
し
。
か
く
て
は
、
と
ゝ
の
は
ぬ
な
り
。
結
句
お
も
ひ
と
き
け
む
と
い
ひ
て
は
、

語
を
な
さ
ず
。

村
上
義
光

81	

君
が
為
散
や
よ
し
野
の
花
や
ぐ
ら
高
き
其
名
は
か
く
れ
ざ
り
け
り

君
が
為
散
と
は
い
ふ
べ
か
ら
ず
。
君
が
た
め
と
あ
る
に
は
、
死
ぬ
と
こ
そ
い
ふ
べ
け
れ
。
躰
を
な
さ
ぬ
い
ひ
ざ
ま
な
り
。
三
句
花
何
と
い
ふ
こ
と
数
々
あ
れ
ど
、

花
櫓
と
い
へ
る
、
こ
は
杜
撰
な
る
べ
し
。
例
な
く
と
も
、
よ
み
て
よ
き
詞
な
ら
ば
こ
そ
。
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菊
地
寂
阿

82	
今
も
世
の
人
の
な
み
だ
の
か
ゝ
る
か
な
つ
ま
に
と
つ
み
し
こ
と
の
葉
草
に

四
句
く
る
し
き
い
ひ
ざ
ま
な
り
。
つ
む
、
或
は
ひ
ろ
ふ
な
ど
他
に
あ
る
も
の
に
対
し
て
、
い
ふ
べ
き
な
り
。
そ
は
集
む
る
意
な
り
。
寂
阿
一
首
の
自
詠
を
お
く
り

た
る
な
れ
ば
、
つ
む
と
は
い
ふ
べ
か
ら
ず
。

結
城
道
忠

83	

な
き
世
に
も
西
を
ね
が
は
ぬ
丈
夫
は
南
に
の
み
や
こ
ゝ
ろ
ひ
く
ら
む

な
き
よ
に
も
西
を
ね
が
は
ぬ
と
は
、
あ
や
し
き
い
ひ
ざ
ま
な
り
。
世
に
な
き
人
の
願
ふ
、
ね
が
は
ざ
る
を
い
か
で
か
し
る
べ
き
。
さ
て
、
西
を
ね
が
は
ぬ
と
は
、

い
か
な
る
故
あ
り
て
か
お
ぼ
つ
か
な
し
。
又
西
東
北
南
な
ど
対
す
べ
け
れ
ど
、
西
南
の
対
も
こ
と
は
り
な
ら
ず
。

兼
好
法
師

84	

見
れ
ば
か
つ
つ
れ
〴
〵
な
ら
ぬ
言＊

の
葉
（
＊
こ
と
ぐ
さ
）
は
広
き
学
の
窓
に
つ
み
け＊

む
（
＊
け
り
）

初
句
か
つ
と
い
へ
る
は
叶
は
ず
。
見
る
こ
と
に
と
か
、
見
る
か
ら
に
と
か
い
ふ
べ
し
。

薬
師
寺
公
義

85	

今
は
と
て
思
ひ
す
て
た
る
梓
弓
ひ
か
ぬ
其
名
も
よ
に
ひ
ゞ
き
け
む

と
る
は
う
し
と
ら
ね
ば
人
の
数
な
ら
ず
捨
つ
べ
き
も
の
は
弓
矢
な
り
け
り
、
此
歌
に
よ
ら
れ
た
る
に
や
。
思
ひ
す
て
ゝ
と
い
ひ
た
ら
む
に
は
、
ひ
か
ぬ
な
ど
う
ち

あ
ふ
べ
け
れ
ど
、
捨
た
る
に
て
は
、
次
へ
の
か
ゝ
り
い
か
に
ぞ
や
。
き
こ
ゆ
べ
か
ら
ず
。
ま
た
ひ
か
ぬ
そ
の
名
と
い
へ
る
も
語
を
な
さ
ず
。

塩
谷
高
貞

86	

か
さ
ね
ぬ
は
う
れ
し
け
れ
ど
も
小
夜
衣
つ
ま
は
我
身
の
あ
た
と
な
り
け
り

一
二
句
か
さ
ね
ぬ
は
う
れ
し
け
れ
ど
も
な
ど
を
さ
な
し
。
さ
て
、
師
直
こ
そ
は
あ
た
な
れ
。
操
た
ゞ
し
き
妻
を
さ
し
て
あ
た
と
い
ふ
べ
き
こ
と
か
は
。
こ
と
わ
り

し
ら
ぬ
い
ひ
ざ
ま
な
ら
ず
や
。
高
貞
の
心
に
は
、
さ
は
お
も
は
ざ
り
け
む
。
作
者
よ
、
お
の
が
僻
心
に
く
ら
べ
い
ふ
べ
か
ら
ず
。
詠
史
は
、
正
し
き
歴
史
を
見
て

よ
む
べ
き
も
の
ぞ
。
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本
間
重
氏

87	

魚
さ
へ
も＊

（
＊
に
）
と
り
も
は
づ
さ
ぬ
矢
先
に
は
わ
だ
の
岬
に
立
人
も
な
し

魚
さ
へ
も
と
り
も
と
は
、
魚
も
鳥
も
と
い
ふ
な
め
れ
ど
、
魚
ま
で
と
ら
む
と
の
心
な
ら
ね
ば
、
例
の
さ
へ
の
詞
詮
な
し
。
和
田
の
岬
に
立
人
と
い
へ
る
も
大
空
な
り
。

小
山
田
高
家

88	

小
山
田
や
青
か
る
麦
を
か
り
そ
め
の
情
に
さ
へ
も
身
を
ぞ
捨
け
る

仮
そ
め
と
い
ふ
詞
を
い
か
に
心
得
て
詠
る
に
か
。
高
家
軍
令
に
背
き
て
、
つ
み
な
は
る
べ
き
を
助
け
ら
れ
し
大
恩
義
に
よ
り
て
義
貞
を
救
ひ
討
死
し
た
る
な
り
。

豈
か
り
そ
め
の
事
な
ら
め
や
。
此
作
者
い
ひ
か
け
を
第
一
の
巧
と
す
る
癖
に
て
、
事
実
の
軽
重
を
も
省
ぬ
も
の
な
る
べ
し
。
詠
史
百
首
な
ど
、
名
の
み
こ
と
〴
〵

し
く
て
其
見
解
か
く
な
む
あ
る
。
四
句
例
の
さ
へ
た
が
へ
り
。

新
田
義
興

89	

お
も
ひ
き
や
矢
口
の
わ
た
し
舟
人
が
た
ば
か
り
ご
と
に
の
ら
む
も
の
と
は

舟
人
が
と
い
へ
る
は
叶
は
ず
。
こ
ゝ
は
舟
人
の
と
い
ふ
べ
き
な
り
。

上
杉
謙
信

90	

春
日
山
お
ろ
す
嵐
に
甲
斐
が
嶺
の
雪
も
た
ま
ら
ず
な
だ
れ
け
る
か
な

春
日
山
は
上
杉
氏
の
城
山
に
て
、
小
高
き
山
な
り
。
さ
て
、
信
濃
の
一
国
を
へ
だ
て
ゝ
あ
る
を
其
山
の
お
ろ
し
烈
し
き
ま
ゝ
に
、
甲
斐
が
嶺
の
雪
も
た
ま
ら
ず
な

だ
れ
け
る
な
ど
、
処
も
辨
へ
ず
、
い
と
み
だ
り
な
り
。
四
句
た
ま
ら
ず
と
い
ふ
詞
も
叶
は
ず
。
甲
斐
が
嶺
の
雪
ふ
さ
は
し
か
ら
ず
。
越
の
国
に
は
、
雪
も
相
応
ず

べ
し
。武

田
信
玄

91	

弓
矢
に
は
世
に
た
け
た
り
し
家
の
風
こ
の
世
に
絶
む
も
の
と
や
は
見
し

二
句
に
も
四
句
に
も
、
世
文
字
あ
り
て
う
る
さ
し
。
さ
て
、
前
に
奈
須
与
市
を
よ
め
る
に
、
弓
矢
に
は
世
に
た
け
た
り
し
家
の
風
扇
よ
り
こ
そ
吹
は
じ
め
け
れ
、

と
見
え
た
り
。
此
作
者
例
の
癖
に
て
、
武
田
を
世
に
た
け
た
り
と
い
ひ
た
る
な
ら
む
。
そ
は
弓
矢
と
り
て
は
、
世
に
す
ぐ
れ
た
り
と
の
意
な
る
べ
け
れ
ど
、
た
け

た
る
と
す
ぐ
れ
た
る
と
は
、
意
味
こ
と
な
り
。
四
句
こ
の
世
に
た
え
む
と
い
へ
る
も
を
さ
な
し
。
結
句
も
の
と
や
は
見
し
と
あ
る
も
い
か
ゞ
。
風
は
目
に
か
ゝ
ら

ぬ
も
の
な
れ
ば
、
見
し
な
ど
い
ふ
べ
か
ら
ず
。
こ
ゝ
ろ
み
に
い
は
む
に
は
、
も
の
と
や
は
し
る
な
ど
こ
そ
い
ふ
べ
け
れ
。
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92	
降
し
き
る
雨
に
く
づ
れ
て
桶
は
ざ
ま
た
ゝ
へ
し
水
も
た
ま
ら
ざ
り
け
り

雨
に
く
づ
れ
た
る
は
何
ぞ
や
。
詞
の
う
へ
に
て
は
、
桶
と
き
こ
ゆ
る
な
り
。
雨
に
桶
の
く
づ
れ
し
と
は
、
も
の
〳
〵
し
き
い
ひ
ざ
ま
な
ら
ず
や
。
結
句
た
ま
ら
ざ

り
け
り
と
い
ふ
詞
も
、
叶
ふ
べ
か
ら
ず
。
水
の
た
ま
る
は
、
少
な
き
よ
り
多
く
な
る
意
な
り
。
四
句
た
ゝ
へ
し
水
と
あ
る
に
は
、
残
ら
ざ
り
け
り
と
い
は
ざ
れ
ば
、

語
路
つ
ゞ
か
ず
。
詞
不
束
に
て
、
論
に
か
ゝ
ら
ず
。

豊
太
閤

93	

日
の
本
に
さ
る
も
の
あ
り
と
犬
じ
も
の
か
ら
人
さ
へ
も
か
し
こ
み
に
け
り

何
が
し
の
御
内
に
さ
る
も
の
あ
り
と
し
ら
れ
た
り
な
ど
、
軍
も
の
が
た
り
に
よ
く
云
俗
言
な
り
。
か
ば
か
り
の
詞
も
て
豊
公
に
か
け
て
い
ふ
べ
き
事
か
は
。
猿
と

い
は
む
と
て
、
詠
る
は
例
の
大
小
優
劣
の
け
ぢ
め
も
辨
へ
ざ
る
僻
言
な
り
。
又
猿
に
犬
が
お
そ
れ
た
る
や
う
に
も
き
こ
え
て
、
い
と
〳
〵
わ
り
な
き
い
ひ
ざ
ま
な

ら
ず
や
。

柴
田
勝
家

94	

露
ば
か
り
の
こ
さ
ぬ
水
の
い
さ
ぎ
よ
き
心
は
か
め
の
か
ゞ
み
な
り
け
り

水
は
清
き
な
ど
こ
そ
い
へ
。
の
こ
さ
ぬ
水
の
い
さ
ぎ
よ
き
な
ど
、
つ
ゞ
け
い
ふ
べ
く
も
あ
ら
ず
。
か
め
の
か
ゞ
み
と
は
、
亀
鑑
と
云
熟
語
を
強
て
詞
に
い
ひ
な
せ

る
も
の
か
。
杜
撰
な
ら
ず
や
。
さ
て
、
此
詞
は
俗
歌
者
流
の
井
上
文
雄
な
ど
が
い
ひ
は
じ
め
た
る
な
ら
む
。
か
れ
が
教
を
う
け
た
る
人
々
の
歌
に
を
り
〳
〵
見
え

た
り
。
此
作
者
も
文
雄
が
を
し
へ
子
な
れ
ば
に
や
。
さ
て
、
東
国
の
歌
の
さ
ま
殊
更
に
わ
ろ
く
な
し
た
る
は
、
文
雄
ら
が
し
わ
ざ
と
や
い
は
む
。
熟
語
を
詞
と
な

せ
る
む
か
し
よ
り
あ
る
事
な
が
ら
、
そ
も
詠
な
し
に
よ
り
て
、
よ
き
も
わ
ろ
き
も
あ
れ
ば
、
口
に
ま
か
せ
て
は
い
ひ
が
た
き
も
の
ぞ
か
し
。
近
き
こ
ろ
、
水
鶏
を

水
の
に
は
と
り
と
よ
め
る
人
あ
り
て
、
さ
は
木
兎
を
木
の
う
さ
ぎ
と
も
詠
む
べ
き
か
と
笑
草
に
い
は
れ
た
り
。
い
は
ゆ
る
亀
鑑
と
は
、
亀
と
鑑
と
を
合
せ
て
い
へ

る
熟
語
な
れ
ば
、
亀
の
鑑
と
詠
べ
く
も
あ
ら
ず
。
是
も
前
の
猿
と
お
な
じ
く
、
瓶
と
い
は
ま
ほ
し
く
て
、
事
実
を
辨
へ
ざ
る
も
の
な
り
。

加
藤
清
正

95	

鬼
と
の
み
お
も
ひ
の
外
の
情
さ
へ
あ
れ
ば
や
人
も
な
び
き
よ
り
け
む

鬼
と
の
み
思
ひ
の
外
な
ど
、
い
と
つ
た
な
し
。
見
る
に
た
ら
ず
。
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明
智
光
春

96	

か
ら
さ
き
の
松
の
木
陰
に
の
り
す
て
し
心
の
駒
も
よ
に
す
ぐ
れ
け
り

か
ら
さ
き
の
松
の
木
か
げ
に
な
ど
く
だ
〳
〵
し
。
は
た
乗
捨
し
心
の
駒
も
と
は
、
い
か
に
ぞ
や
。
か
く
て
は
、
駒
の
す
ぐ
れ
た
る
に
光
春
が
心
も
す
ぐ
れ
た
り
と

い
ふ
に
な
り
て
、
主
客
た
が
へ
り
。

佐
久
間
盛
政

97	

も
の
ゝ
ふ
は
鬼
こ
そ
よ
け
れ
み
だ
れ
た
る
世
に
は
仏
も
何
に
か
は
せ
む

鬼
佐
久
間
と
い
へ
る
に
つ
き
て
詠
る
な
る
べ
し
。
さ
て
、四
句
佐
久
間
に
よ
し
な
し
。
は
た
盛
政
ご
と
き
、い
は
ゆ
る
匹
夫
の
勇
な
る
も
の
何
の
称
美
か
あ
る
べ
き
。

真
田
幸
村

98	

い
く
た
び
か＊

（
＊
も
）
よ
せ
く
る
波
を
う
ち
か
へ
し
な
に
は
の
あ
し
の
花
と
散
け＊

む
（
＊
け
り
）

か
く
い
ひ
て
は
、
幸
村
が
浪
を
う
ち
か
へ
し
た
る
に
な
り
て
、
あ
や
し
き
い
ひ
ざ
ま
な
り
。
あ
ら
浪
の
よ
せ
く
る
敵
を
な
ど
あ
る
べ
き
か
。
さ
て
ま
た
、
幸
村
を

あ
し
の
花
に
た
と
へ
た
る
は
、
似
つ
か
は
し
か
ら
ず
。

石
田
三
成

99	

し
ば
ら
く
は
石
田
の
水
も
お
ち
ざ
ら
む
う
ら
切
と
ほ
す
人
な
か
り
せ
ば

四
句
う
ら
切
と
ほ
す
と
は
、
き
ゝ
と
り
が
た
し
。
田
に
う
ら
と
い
ふ
べ
き
縁
語
な
し
。
戦
に
う
ら
切
と
い
ふ
詞
あ
れ
ば
、
か
く
も
て
つ
け
た
る
な
め
れ
ど
、
こ
ゝ

に
は
い
ひ
が
た
し
。

木
村
重
成

100	

い
ま
は
に
も
心
を
こ
め
し
た
き
も
の
ゝ
香
ぐ
は
し
き
名
は
世
に
匂
ひ
け
り

初
句
い
ま
は
に
も
と
あ
る
は
、
句
勢
な
し
。
今
は
と
て
と
い
ふ
べ
し
。
一
首
の
う
へ
冑
と
い
ふ
こ
と
な
く
て
は
叶
は
ず
。
此
歌
の
ご
と
く
い
ひ
て
は
、
い
つ
も
た

き
も
の
に
の
み
心
を
こ
め
し
人
の
や
う
に
き
こ
え
て
、
重
成
と
は
し
ら
れ
が
た
し
。
又
結
句
名
は
匂
ふ
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
。
此
詞
も
不
束
な
り
。

集
中
三
句
切
、
又
一
句
独
立
せ
ざ
る
な
ど
多
け
れ
ど
、
此
作
者
の
分
際
、
さ
ま
で
深
く
い
ふ
べ
き
な
ら
ね
ば
、
こ
と
あ
げ
せ
ず
。
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鈴
木　

亮　

海
上
胤
平
『
詠
史
百
首
評
論
』

此
巻
は
、
明
治
六
年
十
二
月
廿
一
日
浜
町
梅
林
亭
に
て
、
作
者
加
藤
千
浪
に
あ
た
へ
、
又
翌
年
一
月
森
照
治
を
し
て
、
千
浪
が
教
子
伊
東
祐
命
が
方
へ
思
ふ
旨
あ
ら
ば

其
よ
し
書
加
へ
よ
と
お
く
り
た
る
な
り
。

詠
史
百
首
評
論
（
終
）

〔
奥
附
〕

明
治
三
十
七
年
三
月
一
日
印
刷	

明
治
三
十
七
年
三
月
三
日
発
行	

東
京
市
神
田
区
裏
猿
楽
町
二
番
地

著　

作　

者	

海　

上　

胤　

平

東
京
市
下
谷
区
上
根
岸
町
百
十
番
地

発　

行　

兼	

宮　

澤　

睦　

佐

印　

刷　

社

東
京
市
神
田
区
佐
久
間
町
一
丁
目
十
九
番
地

印　

刷　

所	

共　
　

成　
　

舎

東
京
市
下
谷
区
上
根
岸
町
百
十
番
地　
　
　
　

発　

行　

所	

文　

学　

書　

院

東
京
市
神
田
区
佐
久
間
町
一
丁
目
十
九
番
地　

発　

売　

元	

共　
　

成　
　

舎

東
京
市
京
橋
区
南
伝
馬
町
一
丁
目
十
二
番
地　

特
約
販
売
所	

吉　

川　

半　

七

定
価　

金
拾
五
銭

郵
税　

金 

弐 

銭

著
作
権

所　

有
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成
蹊
人
文
研
究　

第
二
十
五
号
（
二
〇
一
七
）

東
京
市
神
田
区
表
神
保
町　
　
　
　
　
　
　
　

同	

中　

西　

書　

店

東
京
市
神
田
区
裏
神
保
町
六
番
地　
　
　
　
　

同	

光　
　

風　
　

舘

（
す
ず
き
・
り
ょ
う　

東
京
都
立
第
三
商
業
高
等
学
校
教
諭
）


